
【実施事業概要】　　　

その他 一般財源

6,000,000 3,625,000 3,625,000

成果に係る評価

　住民が供用する私道等の整備を促進することで、市民の交通の安全を確保し、生活環境の改善・向
上を図るため、本助成制度を継続する必要がある。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債

事業費 5,691千円 7,240千円 2,487千円 6,857千円 3,625千円

道路反射鏡 道路反射鏡

（3件） （3件） （2件） （6件） （3件）

内容
舗装 舗装 舗装 舗装 舗装

Ａ＝656.00㎡ Ａ＝281.00㎡ Ａ＝134.00㎡ Ａ＝1,573.00㎡ Ａ＝470.00㎡

2箇所

側溝

Ｌ＝ 75.00ｍ Ｌ＝124.80ｍ Ｌ＝ 27.20ｍ Ｌ＝ 29.00ｍ Ｌ＝ 56.60ｍ

計　3箇所 計　3箇所 計　2箇所 計　6箇所 計　3箇所

側溝 側溝 側溝 側溝

1箇所 1箇所 1箇所 1箇所

河南地区

成　　　　果

　令和3年度は3か所の申請に対し、助成を行い、実施箇所の生活環境の向上及び交通の安全確保が図
られた。

年度 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3

箇所数

石巻地区 石巻地区 石巻地区 石巻地区 石巻地区

2箇所 2箇所 2箇所 3箇所 2箇所

河南地区 河南地区 河北地区 河南地区

計 14世帯 0人 470.00㎡ 56.60ｍ

三ツ股二丁目地内 3世帯 0人 177.00㎡ 25.00ｍ －

4世帯 0人 153.00㎡ － －

恵み野二丁目地内 4世帯 0人 140.00㎡ 31.60ｍ －

取　組　実　績

　地域住民複数で利用する私道等の整備に対し助成を行っており、実施状況については、以下のとお
りである。

令和3年度実施状況（3箇所）

実施場所 対象世帯数 墓地使用者数 舗装 側溝整備 その他

前谷地字新横沼地内

担　当　課 建設部道路課 中　事　業 私道舗装等助成費

予
算
科
目

都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち

2 項 道路橋りょう費 第 3 節 安全安心な住環境と都市機能の整備の推進

8 款 土木費
総
合
計
画

第 2 章

1 目 道路橋りょう総務費 ( 5 )

実施計画
掲載ページ

Ｐ109 事　業　名 私道舗装等助成事業

目的及び事業内容

　市民の生活環境の向上及び交通の安全を確保するため、住民が供用する私道等の整備（舗装新設、
側溝新設、敷砂利、道路反射鏡新設・補修、参道土工）に対し、舗装55/100、側溝70/100を補助す
る。

道路整備を推進する
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(1)　流留地区、不動町地区、中央地区、蛇田地区

予算額 決算額

4,983,000

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

4,983,000 4,983,000

4個所 100.0％

（単位：円）

　災害情報収集用カメラによる監視状況により、冠水箇所の事故等を未然に防止し、歩行者及び通行車
両の円滑な交通・安全確保を図る。

成果に係る評価

予算の執行状況

実施計画
掲載ページ

Ｐ111 事　業　名

取　組　実　績

1　災害情報収集用カメラを設置した。

成　　　　果

　冠水個所の通行止め等災害応急対応業務の対応による、防災機能の強化が図られた。

区分
成果指標

達成率
目標値 実績等

Ｒ3 4個所

災害応急対応事業及び災害情報収集用カメラ設置事業

目的及び事業内容

　近年多発する集中豪雨等の大雨により、頻繁に発生する冠水状況を監視するため、災害情報収集用カ
メラを増設する。

担　当　課 建設部道路課 中　事　業 市道管理関係費

予
算
科
目

目 道路維持費 (  )

2 項 道路橋りょう費 第  節

8 款 土木費
総
合
計
画

第  章

2
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Ｒ1：166橋

Ｒ2：227橋

Ｒ3：200橋

Ｒ2：38,221,700円(繰越) Ｒ2：72,349,200円(繰越)

（執行額38,221,700円） （執行額72,349,200円）

Ｒ3：37,928,000円(繰越) Ｒ3：7,958,390円(繰越) Ｒ3：24,970,000円(繰越)

（執行額0円） （執行額3,180,000円） （執行額12,480,000円）

成果に係る評価

　道路施設（橋りょう、トンネル、舗装、法面等、附属物）の点検を行い、その成果を基として、長寿
命化修繕計画を更新し、従来の事後保全的な修繕から計画的かつ予防保全的な修繕へ転換を図り、道路
施設の安心、安全を確保するため、事業を継続する必要がある。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

149,554,000 146,074,900 76,788,000 42,100,000 27,186,900

Ｒ1：中里新橋、見留田
橋、大縄場2号橋、大縄場
4号橋、大森升堤橋、山崎
前橋、畳石前橋、二間堀
橋、鳥ノ巣前橋、新下田
橋、山下跨線歩道橋
（11橋）

Ｒ2：中ノ内1号橋、新谷
地畑橋、町北橋　（3橋）

Ｒ3：根岸前1号橋、畠中1
号橋、長尾1号橋、明神1
号橋、明神2号橋、新雷神
2号橋(6橋）

Ｒ2：中里新橋、見留田
橋、大縄場2号橋、大縄場
4号橋、二間堀橋、大森升
堤橋、鳥ノ巣前橋、新下
田橋、畳石前橋、山崎前
橋（10橋）
（補修工法）：断面修復
工、ひびわれ注入工、塗
装塗替え工、排水装置補
修工ほか
Ｒ3：山下跨線歩道橋、中
ノ内1号橋、新谷地畑橋、
町北橋（4橋）
（補修工法）：当て板修
復、塗装塗替え工、橋面
舗装工、断面修復工、ひ
びわれ注入工、ｺﾝｸﾘｰﾄ巻
立補修工ほか

取　組　実　績

　道路法施行規則の改正に伴う、5年に1度の道路附属物の点検について、定期点検要領に基づき橋りょ
う等の定期点検を実施した。
　また、点検結果をもとに、老朽化により補修が必要となった橋りょうの補修設計及び橋りょう補修工
事を実施した。

成　　　　果

　道路定期点検要領に基づき、橋りょう等の定期点検を実施した。また、老朽化により補修が必要とな

った橋りょうの補修設計及び補修工事を実施した。

項目 定期点検 補修設計 補修工事

内容

担　当　課 建設部道路課 中　事　業 道路ストック長寿命化事業費

予
算
科
目

都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち

2 項 道路橋りょう費 第 3 節 安全安心な住環境と都市機能の整備の推進

8 款 土木費
総
合
計
画

第 2 章

2 目 道路維持費 ( 5 )

実施計画
掲載ページ

Ｐ110 事　業　名 道路ストック長寿命化事業

目的及び事業内容

　当市が管理する道路施設（橋りょう、トンネル、舗装、法面等、附属物）の点検を行い、その成果を
基として、長寿命化修繕計画を策定し計画的な修繕により施設の長寿命化を図り、道路網の安全性や信
頼性を確保するもの。

道路整備を推進する
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　(1) 側溝設置、道路舗装等を実施した。

13,999,920

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

14,000,000 13,999,920

L＝97.0ｍ
Ｒ3予定箇所

鹿65の1号 L＝200.0ｍ

成果に係る評価

　当該地区の住環境の改善と居住者の利便性の向上を図るため、年次計画により、継続して事業を実施
する必要がある。

Ｒ3
内容

小学校前道路 L＝20.0ｍ
Ｒ1未了箇所

谷地中道路 L＝5.3ｍ

佳景山新田町線 L＝21.8ｍ Ｒ2予定箇所

鹿20号

取　組　実　績

1　令和3年度事業実施状況

成　　　　果

　年次計画に従い、当初2箇所の側溝設置及び道路舗装等の道路改良工事を予定していたが、Ｒ1未了2
箇所、Ｒ2未了箇所１箇所の計5箇所を実施し、住環境の改善と居住者の利便性の向上を図った。

年度 実施内容 箇所数 事業費

Ｒ2 側溝設置、道路舗装 6 24,999,095円

Ｒ3 側溝設置、道路舗装 5 13,999,920円

実施計画
掲載ページ

Ｐ109 事　業　名 河南地区小規模宅地開発対策事業

目的及び事業内容

　都市計画区域外である河南地区の各地域において、震災後、民間事業者により整備された小規模宅地
開発に伴い、隣接する未整備の市道や水路の改修が多く要望されている。
　本事業の実施により、当該住環境の改善と居住者の利便性の向上を図るとともに、本市への定住を促
進する。

　○ 事業実施計画箇所数　14箇所

担　当　課 建設部道路課 中　事　業 河南地区小規模宅地開発対策事業費

予
算
科
目

目 道路維持費 ( 5 )

都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち

2 項 道路橋りょう費 第 3 節 安全安心な住環境と都市機能の整備の推進

8 款 土木費
総
合
計
画

第 2 章

2 道路整備を推進する
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(1)　道路改良工事を実施した。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

105,436,800 105,436,800 105,400,000 36,800

Ｒ3 100.0％ 100.0％ 100.0％

成果に係る評価

　道路改良工事が完了し、利便性及び安全の確保、地域の活性化が図られた。

52.4％ 52.4％

Ｒ2 100.0％ 58.6％ 58.6％

取　組　実　績

1　令和3年度事業実施状況

成　　　　果

　道路改良工事を完了した。

【事業の進捗】

区分
事業（事業費換算）の進捗率

達成率
目標値 実績等

Ｈ30 12.2％ 3.0％ 24.3％

Ｒ1 100.0％

実施計画
掲載ページ

事　業　名 大須埼灯台周辺道路整備事業

目的及び事業内容

　雄勝地区大須埼灯台への観光客を誘引するため、道路及び駐車場の整備を行う。
　現存する大須埼灯台へつながる歩道は、幅員が狭く急勾配で、住家もあり、駐車場等の確保が困難で
あることから、来訪者の利便性及び安全性を確保するため、県道からの新たな道路、駐車場等を整備
し、地域の活性化を図る。

全体計画　延長（車道・遊歩道）Ｌ＝390.2m　車道幅員Ｗ＝6.0m

担　当　課 建設部道路課 中　事　業 大須埼灯台周辺道路整備事業費

予
算
科
目

目 道路新設改良費 (  )

2 項 道路橋りょう費 第  節

8 款 土木費
総
合
計
画

第  章

4
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【事業の進捗】

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

278,515,473 233,067,890 116,533,000 110,700,000 5,834,890

65.6％

成果に係る評価

　事業の推進に当たって、課題となっていた財源が確保できたため、県河川災害復旧事業との調整や関
係機関との協議を十分に行い、地元地権者の理解と協力を得ながら、引き続き、事業の進捗を図る。

※令和元年度に事業期間と事業費の見直しを行った。

Ｒ1 26.4％ 22.9％ 86.7％

Ｈ30 30.4％ 30.4％ 100.0％

Ｈ29 30.7％ 29.8％ 97.0％

Ｈ28 22.2％ 22.0％ 98.9％

Ｈ27 23.4％ 21.8％ 93.1％

21.6％ 11.1％ 51.5％

Ｈ26 21.8％ 21.0％ 96.4％

取　組　実　績

1　令和3年度事業実施状況
　(1)　[馬鞍工区]
　　ア　事業用地の取得及び物件移転補償を実施した。

　　イ　橋りょう下部工事及び道路改良工事を実施した。

成　　　　果

　事業用地の取得及び物件移転補償を実施した。また、橋りょう下部工事及び道路改良工事を実施し、
事業の進捗を図った。

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

Ｈ25

Ｒ2 69.3％ 26.9％ 38.8％

Ｒ3 71.5％ 46.9％

担　当　課 建設部道路課 中　事　業 山崎馬鞍線・河北長尾線道路改良事業費

予
算
科
目

都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち

2 項 道路橋りょう費 第 3 節 安全安心な住環境と都市機能の整備の推進

8 款 土木費
総
合
計
画

第 2 章

4 目 道路新設改良費 ( 5 )

実施計画
掲載ページ

Ｐ112 事　業　名 山崎馬鞍線（馬鞍工区）・河北長尾線道路改良事業

目的及び事業内容

　本路線は、北上地区と河北地区を結ぶ生活幹線道路であり、国道45号へ通じる市街地等への通勤等に
利用する地域間道路である。地区内交通の円滑化、歩行者及び通行車両の安全確保を図り、緊急時の避
難路として整備する。
・全体計画：山崎馬鞍線（馬鞍工区）　延長Ｌ＝555ｍ、幅員Ｗ＝8.5ｍ、橋梁Ｎ＝1基
　　　　　　河北長尾線（県とのアロケーション事業）　延長Ｌ＝847.7ｍ、幅員Ｗ＝7.5ｍ
・施工箇所：石巻市北上町橋浦字新三貫沢～石巻市馬鞍字土手下

道路整備を推進する
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1　令和3年度事業実施状況

【事業の進捗】

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

4,960,000 4,960,000 4,960,000

成果に係る評価

　残区間については、河川管理者である宮城県との河川協議を進め、事業の進捗を図り、早期の事業完
成を目指す。

Ｒ2 70.4％ 70.4％ 100.0％

Ｒ1 86.9％ 80.4％ 92.5％

Ｈ30 100.0％ 90.5％ 90.5％

Ｈ28 70.5％ 49.8％ 70.6％

5.3％ 5.3％ 100.0％

取　組　実　績

(1)　歩道橋りょう部分の設計業務を実施した。

成　　　　果

　歩道橋りょう部の設計を進め、事業の進捗を図った。

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

Ｈ26

Ｈ27 50.4％ 23.4％ 46.4％

Ｈ29 100.0％ 61.6％ 61.6％

Ｒ3 78.5％ 73.1％ 93.1％

※令和元年度及び令和2年度に事業期間と事業費の見直しを行った。

担　当　課 建設部道路課 中　事　業 道路新設改良事業費

予
算
科
目

2 項 道路橋りょう費 第  節

8 款 土木費
総
合
計
画

第  章

4 目 道路新設改良費 (  )

実施計画
掲載ページ

事　業　名 大瓜地区通学路線改良事業

目的及び事業内容

　現道が狭く通学路の歩道が無いため、改良整備を実施する。

　歩道設置事業
　実施期間：平成26年度～令和4年度
　全体計画：延長Ｌ＝1,330ｍ、歩道Ｗ＝2.5ｍ
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(1)　道路改良工事を実施した。

【事業の進捗】

予算額 決算額

1,284,100

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

23,684,100 23,684,100 22,400,000

100.0％ 100.0％

（単位：円）

　道路改良工事が完了し、本市西部市街地地区の都市機能強化が図られた。

成果に係る評価

予算の執行状況

実施計画
掲載ページ

Ｐ111 事　業　名

取　組　実　績

1　令和3年度事業実施状況

成　　　　果

　道路改良工事を完了した。

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

Ｒ3 100.0％

中埣南二線道路改良事業

目的及び事業内容

　市道中埣南二線は東松島市が避難道路として整備を進める路線の一つである東松島市道『東赤井104
号線』と接続する路線であり、国道45号を起点とし、県道石巻鹿島台色麻線に接続する路線となり、当
該地区周辺は土地区画整理事業による宅地化により、人口が増加し、また、柳の目地区には産業用地が
造成され、三陸自動車道ＩＣや国道45号とのアクセスが良く、さらなる開発が見込まれるエリアとなっ
ており、当該地区への大型車の通行に支障が生じていることから、道路改良整備を行う。

担　当　課 建設部道路課 中　事　業 道路新設改良事業費

予
算
科
目

目 道路新設改良費 (  )

2 項 道路橋りょう費 第  節

8 款 土木費
総
合
計
画

第  章

4
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1　令和3年度事業実施状況

(1)　[中島工区]

ア　盛土動態観測解析及び協議資料等作成業務を実施した。

イ　道路改良工事を実施した。

【事業の進捗】

※令和元年度に事業期間と事業費の見直しを行った。

15,910,000 15,910,000 7,955,000 7,900,000 55,000

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

成果に係る評価

　事業の推進に当たっては、県河川災害復旧事業との調整や関係機関との協議を十分に行い、事業の進
捗を図る必要がある。

Ｒ3 45.7％ 12.6％ 27.6％

Ｒ1 7.9％ 7.6％ 98.9％

取　組　実　績

成　　　　果

　年次計画に従い、用地測量地質調査業務を実施し、事業の進捗を図った。

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

Ｒ2 7.9％ － －

担　当　課 建設部道路課 中　事　業 山崎馬鞍線道路改良事業費（中島工区）

予
算
科
目

都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち

2 項 道路橋りょう費 第 3 節 安全安心な住環境と都市機能の整備の推進

8 款 土木費
総
合
計
画

第 2 章

4 目 道路新設改良費 ( 5 )

実施計画
掲載ページ

Ｐ111 事　業　名 山崎馬鞍線道路改良事業（中島工区）

目的及び事業内容

　本線は、飯野川地区内の生活幹線道路であり、国道45号へ通じる路線で、石巻市街地等への通勤及び
通学等に利用する地域間道路でもあるが、狭あいで歩車道が分離されていないため、一般車両の通行及
び歩行者等が危険な状況にあることから、宮城県が実施する河川災害復旧事業に合わせて整備すること
により、地区内交通の円滑化、歩行者及び通行車両の安全確保を図る。
・実施期間　平成25年度～令和6年度
・全体計画　Ｌ＝1,330ｍ　Ｗ＝9.5ｍ

道路整備を推進する
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　(1) 支障となる電気通信線路設備及び水道管の移設を実施した。

　(2) 道路改良工事を実施した。

【事業の進捗】

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

50,000,000 49,902,000 5,298,000 44,600,000 4,000

Ｒ3 23.5％ 18.6％ 79.1％

成果に係る評価

　事業の推進にあたっては、関係地権者や関係機関との協議を十分に行い、地区内の交通の円滑化、歩
行者・通行車両の安全の確保を図るため、事業を継続する必要がある。

59.4％

Ｒ2 13.8％ 13.8％ 100.0％

取　組　実　績

1　令和3年度事業実施状況

成　　　　果

　支障となる電気通信設備の移設を行い、前年度からの道路改良工事を進め、事業の進捗を図った。

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

Ｈ30 8.2％ 8.2％ 100.0％

Ｒ1 13.8％ 8.2％

実施計画
掲載ページ

Ｐ110 事　業　名 単独線道路改良事業

目的及び事業内容

　現道は、通学路指定となっているが、狭あい等により通学児童、地域住民が危険な状況にある。道路
拡幅と水路の改良整備を行うことにより、高須賀地区から本路線を経由して三陸縦貫自動車道河北ICま
でのアクセスを向上させ、地区内の交通の円滑化、歩行者・通行車両の安全を確保する。
　○ 道路改良
　延長Ｌ＝3,200ｍ
　幅員Ｗ＝9.25ｍ
　施工箇所：石巻市小船越字後～字大縄場地内

担　当　課 建設部道路課 中　事　業 単独線道路改良事業費

予
算
科
目

目 道路新設改良費 ( 5 )

都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち

2 項 道路橋りょう費 第 3 節 安全安心な住環境と都市機能の整備の推進

8 款 土木費
総
合
計
画

第 2 章

4 道路整備を推進する
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　(1) 不動産鑑定評価業務及び物件調査算定業務を実施した。

　(2) 道路改良工事を実施した。

【事業の進捗】

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

84,905,300 84,684,200 14,526,000 30,900,000 39,258,200

Ｒ3 18.8％ 18.8％ 100.0％

成果に係る評価

　事業の進捗が遅れ、工事の年度内完了が困難となり、翌年度に事業を延伸した。早期の工事完了を目
指し、関係地権者や関係機関との協議を十分に行い、事業の実施を推進する。

55.2％

Ｒ2 17.6％ 12.6％ 71.6％

取　組　実　績

1　令和3年度事業実施状況

成　　　　果

　事業用地の取得のため、不動産鑑定業務を実施し、関係地権者の協力を得て、事業用地を取得した。
また、道路改良工事を進め、事業の進捗を図った。

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

Ｈ30 18.7％ 14.0％ 74.8％

Ｒ1 16.3％ 9.0％

実施計画
掲載ページ

Ｐ110 事　業　名 三輪田線道路改良事業

目的及び事業内容

　河北・赤柴地区から主要地方道石巻河北線を経由して、三陸縦貫自動車道河北ＩＣまでのアクセスの
向上を図るとともに、地区内交通の円滑化、歩行者・通行車両の安全確保を図る。

　○ 道路改良
　延長Ｌ＝3,800ｍ
　幅員Ｗ＝8.75ｍ
　施工箇所：石巻市三輪田地内

担　当　課 建設部道路課 中　事　業
道路新設改良事業費
三輪田線道路改良事業費

予
算
科
目

目 道路新設改良費 ( 5 )

都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち

2 項 道路橋りょう費 第 3 節 安全安心な住環境と都市機能の整備の推進

8 款 土木費
総
合
計
画

第 2 章

4 道路整備を推進する
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　(1) 事業用地の取得及び物件移転補償を実施した。

　(2) 橋りょう及び測量設計業務を実施した。

　(3) 道路改良工事を実施した。

【事業の進捗】

68,800,000 5,756,462

48.1％

成果に係る評価

　事業の進捗が遅れ、工事の年度内完了が困難となり、翌年度に事業を延伸した。早期の工事完了を目
指し、関係地権者や関係機関との協議を十分に行い、事業の実施を推進する。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

123,005,200 121,452,462 46,896,000

取　組　実　績

1　令和3年度事業実施状況

成　　　　果

　関係地権者の協力を得て、事業用地を取得した。また、道路改良工事を進め、事業の進捗を図った。

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

Ｒ2 7.4％ 0.0％ 0.0％

Ｒ3 15.8％ 7.6％

実施計画
掲載ページ

Ｐ112 事　業　名 避難路整備事業

目的及び事業内容

　令和元年台風19号のような災害に備え、地域防災拠点となる公共の指定避難施設の強化・充実が急務
であり、その一環として、有事に指定避難施設までの避難を安全かつ迅速に行うための避難路の整備が
課題となっており、歩道の設置と車道の拡幅整備により、歩行者及び通行車両の円滑な交通・安全確保
を図り、避難路としての安全な通行を確保するもの。

　整備路線名：中浦橋釜北橋線、新立野元浦屋敷線、新田町谷地中線、明治橋稲井小・中学校線

担　当　課 建設部道路課 中　事　業 避難路整備事業費

予
算
科
目

目 道路新設改良費 ( 5 )

都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち

2 項 道路橋りょう費 第 3 節 安全安心な住環境と都市機能の整備の推進

8 款 土木費
総
合
計
画

第 2 章

4 道路整備を推進する
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145,710,000 144,867,700 72,433,000 68,800,000

成果に係る評価

　新たに、旧北上川中瀬側の橋梁下部工工事に着手し事業の進捗が図られた。引き続き、関係機関協議
や近接工事との調整を十分に行いながら効率的に事業を進めていく必要がある。

3,621,700 13,000

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

15.8％

Ｒ3 1,489,221,400円 380,396,400円 25.5％

取　組　実　績

1　業務委託の実施
　(1)　河川協議資料作成　一式

2　工事の実施
　(1)　橋梁下部工工事（旧北上川中瀬側）橋台1基、左岸側付帯施設工事

3　工事委託の実施
　(1)　条件護岸工事（国への委託）（旧北上川湊側）Ａ＝534㎡

成　　　　果

　新たに、旧北上川中瀬側の橋梁下部工工事に着手した。

区分
事業の進捗

達成率
目標値 実績等

Ｒ1 1,489,221,400円 118,564,200円 8.0％

Ｒ2 1,489,221,400円 235,528,700円 

実施計画
掲載ページ

Ｐ107 事　業　名 橋りょう整備事業（東中瀬橋）〔復興基金〕

目的及び事業内容

　湊地区から中瀬へのアクセス道路及び避難行動の迅速化を図ることを目的として、自転車歩行者用道
路を整備する。

　延長Ｌ＝115ｍ　Ｗ＝4.8ｍ

担　当　課 建設部都市計画課 中　事　業
東中瀬橋整備事業費
（仮称）新東内海橋整備事業費

予
算
科
目

目
橋りょう新設改良費
東日本大震災関係費

( 5 )

都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち

2 項 道路橋りょう費 第 3 節 安全安心な住環境と都市機能の整備の推進

8 款 土木費
総
合
計
画

第 2 章

5
9

道路整備を推進する
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1　令和3年度事業実施状況　

負担金額 13,800千円

成果に係る評価

　宮城県が実施した急傾斜地崩壊対策事業に対し、本市が事業費の一部を負担することで、土砂災害に
対する安全性の向上を図られた。
　近年の集中豪雨や大型台風により、全国的に土砂災害が発生していることから、事業化されていない
箇所については、宮城県に対し、引き続き、危険区域の事業実施を要望していく必要がある。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

13,800,000 13,800,000 13,700,000 100,000

77,335千円 5,115千円

年度 Ｒ3

場所

下沢

小滝の1

小滝の3

崎山の2

負担金額 18,112千円 6,000千円 21,296千円 9,864千円 6,180千円 

羽黒町 下沢 下沢 下沢

下沢

寺沢 下沢 館

取　組　実　績

(1)　宮城県が実施した本市内の急傾斜地崩壊対策事業に対し、事業費の一部を負担した。

(2)　土砂災害防止月間に合わせ、県と市が合同で土砂災害危険箇所パトロールを実施した。

成　　　　果

　令和3年度は、新規事業の小滝の1・小滝の3・崎山の2、継続事業の下沢で宮城県が実施する急傾斜地
崩壊対策事業に対する負担金を支出し、事業の推進を図ることで、土砂災害に対する安全性の向上が図
られた。

【実施事業概要】

年度 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

場所

鹿妻 前浜の2 前浜の2 羽黒町 羽黒町 羽黒町 羽黒町

前浜の2

担　当　課 建設部道路課 中　事　業 県営事業負担金

予
算
科
目

都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち

2 項 道路橋りょう費 第 3 節 安全安心な住環境と都市機能の整備の推進

8 款 土木費
総
合
計
画

第 2 章

8 目 急傾斜地崩壊対策事業費 ( 2 )

実施計画
掲載ページ

Ｐ109 事　業　名 県営事業急傾斜地対策事業

目的及び事業内容

　急傾斜地法に基づき、県が事業主体となり対策を行う事業。
　急傾斜地崩壊危険区域内の自然がけに対して崩壊を防止する事業で、事業費の一部を負担するもの。

災害に対する備えを充実させる
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1　令和3年度事業実施状況

　(1)　道路舗装補修工事を実施した。

【事業の進捗】

　
事

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

215,238,900 215,238,900 173,825,600 41,413,300

※令和2年度に事業費の見直しを行った。

成果に係る評価

　傷んだ舗装の補修工事により、安全な交通環境の整備が図られたが、一部路線において、令和4年3月
16日発生の福島県沖地震により、再度の施工の必要が生じたため、年度内の完成が困難となったため、
翌年度に事業を延伸し、早期完了を目指す。

Ｒ3 100.0％ 91.7％ 91.7％
成　　　　果

　土砂運搬等による大型車両の通行で破損した市道の舗装補修工事を実施し、事業の進捗を図った。

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値

55.0％ 55.0％ 100.0％

100.0％ 69.7％ 69.7％Ｒ2

実績等

Ｒ1

取　組　実　績

実施計画
掲載ページ

事　業　名
復旧・復興工事に伴う道路損壊部補修整備事業
〔復興交付金〕〔復興基金〕

目的及び事業内容

　復興交付金基幹事業等、復旧・復興事業に伴う土砂運搬等による大型車両の通行により、破損した市
道の補修工事を実施する。
・実施期間：平成30年度～令和4年度
・実施予定路線：令和元年度　名振明神線、船越大浜線、大瓜水沼真野線、明治橋稲井小・中学校線、
　　　　　　　　　　　　　　沢田沼津線、沢田川端線、川端1号線、流留真野沢田線
　　　　　　　　令和2年度　 小塚一号線、細田茄子川線、谷地針岡線、別囲沢田線、長尾追波線
　　　　　　　　令和3年度　 小島上千刈田線、北和渕御蔵場線、中浦橋釜北橋線、小島上千刈田線他

担　当　課 建設部道路課 中　事　業 道路補修整備事業費

予
算
科
目

目 東日本大震災関係費 (  )

2 項 道路橋りょう費 第  節

8 款 土木費
総
合
計
画

第  章

9
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(1)　[蛇田新橋]

ア　物件移転補償等を実施した。　

イ　橋りょう架替工事を実施した。

【事業の進捗】

・田道町一・蛇田新橋線橋りょう整備事業

その他 一般財源

455,617,208 392,780,317 215,299,000 8,807,817 168,673,500

成果に係る評価

　蛇田新橋の架け替えについては、既存市街地の事業であることから、市民への影響を考慮しながら円
滑な事業の進捗に努め、橋りょう本線部等が完成したことにより、供用を開始した。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債

Ｒ2 100.0％ 64.1％ 64.1％

Ｒ3 100.0％ 100.0％ 100.0％

Ｈ30 42.0％ 18.0％ 42.9％

Ｒ1 81.9％ 58.5％ 71.4％

Ｈ29 9.2％ 5.1％ 55.8％

Ｈ28 5.4％ 3.6％ 66.4％

Ｈ27 4.8％ 1.4％ 29.4％

Ｈ26 4.1％ 1.4％ 34.1％

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

成　　　　果

　用地取得、支障物件の移転補償を行った。また、橋りょう架替工事を実施し、事業の進捗を図った。

取　組　実　績

1　令和3年度事業実施状況

目的及び事業内容

　地震等の災害に対応した構造にすることにより、落橋や破損を防ぎ、災害時にも円滑な交通と安定し
た物資等の輸送等がなされるよう、橋の架け替えを行い、安全で安心な道路環境の確保を図る。

・計画期間：平成25年度～令和3年度
・計画内容・箇所：架け替え　蛇田新橋　延長136.5ｍ（摺り付け道路整備含む）、Ｗ＝8.0～13.0ｍ

実施計画
掲載ページ

事　業　名 橋りょう改良事業〔復興基金〕 

担　当　課 建設部道路課 中　事　業 田道町一・蛇田新橋線橋りょう整備事業費

予
算
科
目

2 項 道路橋りょう費 第  節

8 款 土木費
総
合
計
画

第  章

9 目 東日本大震災関係費 (  )
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1　令和3年度事業実施状況

　(1)　道路改良工事を実施した。

【事業の進捗】

　
事

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

21,763,000 21,763,000 17,409,000 4,354,000

成果に係る評価

　道路改良工事が完了し、歩行者の安全確保と利便性の向上が図られた。

Ｒ3 100.0％ 100.0％ 100.0％
成　　　　果

　道路改良工事を完了した。

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

Ｒ1 20.0％ 6.1％ 30.5％

Ｒ2 100.0％ 50.5％ 50.5％

取　組　実　績

実施計画
掲載ページ

事　業　名 市街地復興関連道路整備事業〔復興交付金〕

目的及び事業内容

　公共施設の整備改善による観光交流施設を中核とした中心市街地の活性化を目的として中央二丁目地
区の区画整理事業が実施され、同事業区域に隣接する既存市道（橋通り）を改良し、来訪者の安全確保
と利便性の向上を図るため、舗装の段差解消及び雨水排水機能の改善を行う。

・実施期間：令和元年度～令和3年度
・全体計画：道路改良　Ｌ＝99.2m　Ｗ＝8.8m

担　当　課 建設部道路課 中　事　業 市街地復興関連道路整備事業費

予
算
科
目

目 東日本大震災関係費 (  )

2 項 道路橋りょう費 第  節

8 款 土木費
総
合
計
画

第  章

9
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1　令和3年度事業実施状況

　 祝田地区

　排水施設整備工事を実施した。

　工事に支障になる電柱等の移転を実施した。

【事業の進捗】

　
事

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

76,736,701 76,736,701 62,156,701 14,580,000

成果に係る評価

　当事業の完了間際に、令和4年3月16日発生の福島県沖地震により、再度の施工の必要が生じたため、
年度内の完成が困難となったため、翌年度に事業を延伸し、早期完了を目指す。

予算の執行状況

, （単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

Ｒ3 100.0％ 97.9％ 97.9％

※令和元年度に事業期間と、事業費の見直しを行った。

Ｒ1 91.0％ 77.0％ 84.6％

Ｒ2 100.0％ 93.1％ 93.1％

Ｈ29 63.8％ 41.0％ 64.2％

Ｈ30 100.0％ 67.4％ 67.4％

取　組　実　績

成　　　　果

　祝田地区において、排水施設・排水ポンプ設備設置工事を実施し、事業の進捗を図った。

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

Ｈ25 1.4％

Ｈ27 49.7％ 26.7％ 53.8％

Ｈ28 53.4％ 33.5％ 62.8％

1.4％ 100.0％

Ｈ26 23.0％ 8.4％ 36.8％

担　当　課 建設部道路課 中　事　業 内水対策事業費

予
算
科
目

2 項 道路橋りょう費 第  節

8 款 土木費
総
合
計
画

第  章

9 目 東日本大震災関係費 (  )

実施計画
掲載ページ

事　業　名 内水対策事業〔復興交付金〕〔復興基金〕

目的及び事業内容

　震災により沈下した祝田・梨木畑地区の排水機能の復旧事業であり、地区内の冠水を未然に防ぐた
め、道路の嵩上げ改良、ポンプ設置、排水路改修等を実施し、大雨等の災害に対応した地域住民の安全
で安心した生活環境の確保を図る。
・実施期間：平成25年度～令和4年度
・施工箇所：石巻市祝田地区、石巻市梨木畑地区は過年度に完了
・全体計画：祝田地区　排水ポンプ2台、排水施設等

- 209 -



1　令和3年度事業実施状況

　(1)　嵩上げ道路の復旧工事を実施した。

【事業の進捗】

　
事

248,781,000

89.0％

62,196,500

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

310,977,500 310,977,500

成果に係る評価

　排水不良による降雨時の冠水等を解消する事ができたが、一部路線において、工事の施工にあたり、
埋設物があることが判明し、埋設物の移設に時間を要したことにより、工事に遅れが生じたため、年度
内の完成が困難となったため、翌年度に事業を延伸し、早期完了を目指す。

成　　　　果

　道路側溝等に排水不良が生じた路線に係る道路排水施設の再整備に係る復旧工事を実施し、事業の進
捗を図った。

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

Ｒ2 100.0％ 32.4％ 32.4％

Ｒ3 100.0％ 89.0％

取　組　実　績

実施計画
掲載ページ

事　業　名 排水不良対策事業〔復興交付金〕

目的及び事業内容

　震災による広域地盤沈下によって、満潮時及び大雨時に道路が冠水し、通行不能となる路線が生じ、
災害応急工事により、路面を嵩上げ復旧したが、路面嵩上げにより道路側溝等に排水不良が生じてお
り、道路排水施設の再整備（嵩上げ、新設）及び一部舗装打換えを行うもの。
・実施期間：令和2年度～令和4年度

担　当　課 建設部道路課 中　事　業 排水不良対策事業費

予
算
科
目

目 東日本大震災関係費 (  )

2 項 道路橋りょう費 第  節

8 款 土木費
総
合
計
画

第  章

9
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・設置箇所及び数

　 　 不動沢、八幡町、渡波三丁目等14か所に49基を設置した。

・設置台数

φ100 基

φ150 基

φ200 基

φ350 基

合計 基

242,107,704 52,112,000

成　　　　果

　降雨時の冠水被害を防止するため、仮設ポンプによる強制排水を行い、被害の拡大防止が図られた。

成果に係る評価

　降雨時に仮設ポンプを稼働させることにより、冠水被害の拡大防止が図られ、地域住民の安全に寄与
できた。令和元年の台風19号の災害を教訓に仮設ポンプの見回り等を強化し、全地区の本設のポンプ場
完成まで事業を継続する。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

294,219,704 294,219,704

取　組　実　績

　市全体の仮設ポンプ設置箇所数と設置台数　（Ｒ4.3.31現在）

13

8

12

16

49

実施計画
掲載ページ

事　業　名
仮設排水ポンプ設置事業（冠水対策）
〔復興交付金〕〔復興基金〕

目的及び事業内容

　東日本大震災により生じた地盤沈下による冠水被害に対応するため、また、ポンプ場の整備が完了す
るまでの間、臨時的に仮設ポンプを設置し強制排水を行い、被害の軽減化を図る。

担　当　課 建設部下水道管理課 中　事　業 内水排除対策費

予
算
科
目

目 東日本大震災関係費 (  )

2 項 道路橋りょう費 第  節

8 款 土木費
総
合
計
画

第  章

9
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1　令和3年度事業実施状況

　(1)　支障となる電力柱等の移設を行った。

　(2)　排水施設整備工事及び排水ポンプ設備設置工事を実施した。

【事業の進捗】

　
事

419,919,200 408,798,094 327,038,000 81,760,094

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

成果に係る評価

　排水関連工事等が完了し、冠水被害の解消及び住民の安全で安心した生活環境の確保が図られた。

Ｒ1 100.0％ 40.8％ 40.8％

Ｒ2 100.0％ 42.8％ 42.8％

成　　　　果

　支障となる電力柱等の移設を行い、排水施設整備及び排水ポンプ設備設置工事を完了した。

区分
事業（事業費換算）の進捗率 達成率

（年度別）目標値 実績等

Ｈ30 9.2％ 3.3％ 35.6％

Ｈ28 8.2％ 0.0％

Ｒ3 100.0％ 100.0％ 100.0％

0.0％

Ｈ29 8.2％ 3.5％ 43.4％

取　組　実　績

担　当　課 建設部道路課 中　事　業 針岡地区排水施設整備事業費

予
算
科
目

2 項 道路橋りょう費 第  節

8 款 土木費
総
合
計
画

第  章

9 目 東日本大震災関係費 (  )

実施計画
掲載ページ

事　業　名 針岡地区排水施設整備事業〔復興交付金〕

目的及び事業内容

　震災による地盤沈下により、針岡地区富士沼周辺において冠水被害が発生している。排水ポンプの設
置及び排水路整備等を実施し、内水排除を図り地域住民の安全で安心した生活環境を確保する。

・実施期間：平成29年度～令和3年度
・全体計画：排水ポンプ2台×2箇所、導水路
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793,000

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

81,243,200 81,146,700 80,353,700

取　組　実　績

1　旧北上川堤防整備と調整しながら、各地区（南浜、門脇、湊、不動、井内）の堤防天端部に、休憩
 施設（ベンチ、パーゴラ等）や照明施設、便益施設（水洗トイレ：湊地区のみ）等の整備を行った。

2　旧北上川堤防整備（国委託施工）により地盤整備を進め、中央二丁目11番地区については、園路広
 場整備（ブロック舗装等）や休憩施設（ベンチ）等の整備を行った。

3　堤防完成後の利活用について官民で検討する「旧北上川堤防利活用協議会」を2回開催（うち1回は
 書面会議）し、本年度の取組み等について検討した。

成　　　　果

　「旧北上川河口かわまちづくり検討会」等をとおし、関係者（有識者等）にて検討した意見を整備案
に取り入れ、施設整備への活用が図られた。
　また、中央地区堤防一体空間では、「社会実験」として新たな賑わい創出に向けた民間事業者による
イベントの開催や営業活動（キッチンカー等による飲食物の販売等）を行うなど、利活用の推進が図ら
れた。

成果に係る評価

　本事業は、東日本大震災からの復旧・復興のための旧北上川堤防整備や復興まちづくりと連携して、
新たな水辺空間を創出するものであり、まちの中心部の賑わいを取り戻し、人々が集って憩い、観光の
振興に資するためにも重要な事業である。
　令和3年度においても、行政機関や有識者からなる検討会や地区別ワーキングで検討された意見を施
設整備案に取り入れ、施設整備を進めることができた。
　完成後の利活用にあたっては、新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策を実施しながら、各種イベ
ント（音楽祭、映画上映、釣り等）や営業活動（キッチンカー等による飲食物の販売等）を行い、堤防
一体空間の利用促進が図られた。
　今後もまちと水辺の新たなまちづくりを目指し、国の堤防整備と連携し事業を進める必要がある。

実施計画
掲載ページ

事　業　名 水辺を活かした地域活性化事業〔復興基金〕

目的及び事業内容

　旧北上川堤防整備（国）と連携し、旧北上川とまちを一体的に利活用できる空間を整備し、川を活か
した復興のまちづくり拠点等を整備することにより、賑わいの再生を推進し、まちと水辺の新たなまち
づくりに資する堤防一体空間、休憩施設、照明施設等を整備する。
　旧北上川の魅力ある水辺空間に、市民や来訪者が集い、憩い、交流し、賑わう空間を整備し、本市の
市街地再生、活性化を図るものである。

担　当　課
建設部河川港湾

高規格道路整備推進課
中　事　業

北上川等改修関連推進事業費
市街地防災施設堤防活用整備事業費

予
算
科
目

目 河川総務費 (  )

3 項 河川費 第  節

8 款 土木費
総
合
計
画

第  章

1
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101,800

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

500,000 101,800

取　組　実　績

　客船会社等へのポートセールスを実施した。
1　客船会社等へのポートセールスの実施
　(1)　11月9日　客船会社等3社
　　 ア　商船三井客船株式会社
　　 イ　株式会社ＭＳＣクルーズジャパン
　　 ウ　日本クルーズ客船株式会社
　
2　国土交通省、地元選出国会議員に対する石巻港の早期復興と整備促進に関する要望活動等について
 は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため代表による要望活動と併せて郵送により実施した。

成　　　　果

  石巻港への客船寄港により、復旧・復興が進み元気な港であることを広くＰＲし、イメージ向上につ
ながり、石巻港の利用・促進が図られることで、新たな石巻港への投資を促し、石巻港背後地等への企
業誘致の契機となるものである。

成果に係る評価

　令和3年度については、昨年度に続き新型コロナウイルス感染症拡大のため、石巻港への客船の寄港
は無かったが、これまで石巻港への客船誘致活動の実施により、着実に客船寄港の機運が高まっている
ことから、石巻港の利用促進へと結びつく契機となっている。
　また、大型外国客船の寄港により、一度に千人を超える多くの乗船客が石巻地域を訪れ、効果的な経
済効果も期待できることから、新型コロナウイルス感染症収束後の客船寄港に向け、今後も引き続き事
業を継続する必要がある。

実施計画
掲載ページ

Ｐ117 事　業　名 石巻港ポートセールスの展開事業

目的及び事業内容

　石巻港立地企業及び港湾背後圏の産業発展に資する物流拠点としての港湾整備の促進を図る。
　仙台塩釜港石巻港区の利用促進を図り、港湾整備につなげる一つの方策として、客船誘致活動を積極
的に実施する。

担　当　課
建設部河川港湾

高規格道路整備推進課
中　事　業 港湾整備推進費

予
算
科
目

目 港湾整備推進費 ( 8 )

都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち

4 項 港湾費 第 3 節 安全安心な住環境と都市機能の整備の推進

8 款 土木費
総
合
計
画

第 2 章

2 河川・港湾の整備を推進する
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成果に係る評価

　立地適正化計画の策定については、2か年（令和3年度～4年度）での策定を予定しており、総合交通
計画や地域防災計画等の各種計画と整合を図りながら、作業を進めていく必要がある。

5,148,000

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

5,167,000 5,148,000

30.0％

Ｒ3 23,804,000円 8,118,000円 34.1％

9,900,000円 2,970,000円 

取　組　実　績

　令和元年度から実施している「石巻市都市計画マスタープラン改定調査業務」によって整理した内容
について検討を行った。
　(1) 改定庁内検討会議を設置し、会議（1回）を開催した。
　(2) パブリック・コメントの実施。
　(3) 都市計画審議会へ諮問。
　(4) 都市計画審議会から答申。
　
　令和3年度から「立地適正化計画策定業務」に着手し、以下の内容について整理及び検討を行った。
　(1) 都市の現状把握及び課題分析
　(2) まちづくりの方針（ターゲット）の検討
　(3) 目指すべき都市の骨格構造の精査
　(4) 課題解決のための施策・誘導方針（ストーリー）の検討
　(5) 誘導施設・誘導区域（案）等の検討

成　　　　果

　令和3年度は、都市計画マスタープランの都市計画審議会への諮問や答申を受ける等、令和4年4月の
改定に向けて進めることができた。また、立地適正化計画の策定に着手し、立地適正化計画策定の手引
きに準じた本市の現状把握や課題の整理を中心に取り組んだほか、誘導区域等の検討を行った。

区分
事業の進捗

達成率
目標値 実績等

Ｒ1 9,900,000円 2,970,000円 30.0％

Ｒ2

実施計画
掲載ページ

Ｐ108 事　業　名 都市計画マスタープラン作成事業

目的及び事業内容

　平成20年度の都市計画マスタープラン策定以降、東日本大震災の発生やその後の復興の進展などに伴
い、本市を取り巻く状況は著しく変化していることから、震災以降の状況変化を把握・整理するととも
に、各種計画や計画に基づく取り組み状況などを整理し、都市計画マスタープランを改定する。
　また、都市計画マスタープランの基本理念である「コンパクトでネットワーク化された都市構造の構
築」の実現に向け、立地適正化計画を策定する。

担　当　課 建設部都市計画課 中　事　業 都市計画策定費

予
算
科
目

目 都市計画総務費 ( 1 )

都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち

5 項 都市計画費 第 3 節 安全安心な住環境と都市機能の整備の推進

8 款 土木費
総
合
計
画

第 2 章

1 持続可能な生活基盤整備を推進する
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その他 一般財源

1,371,804,933 1,262,918,101 631,724,000 604,500,000 24,431,891 2,262,210

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債

Ｒ3 8,889,839,728円 4,706,662,779円 52.9％

成果に係る評価

　ＪＲへの施工委託及び国道398号の道路新設工事の進捗が図られ、また、新たに清水町から南中里間
の橋梁上部工工事の着手により事業の進捗が図られた。引き続き、関係機関等との協議も十分に行いな
がら事業を円滑に進める必要がある。

Ｒ1 7,596,238,728円 2,696,344,647円 35.5％

Ｒ2 8,889,839,728円 3,443,744,678円 38.7％

41.8％

Ｈ30 4,314,097,543円 2,240,016,494円 51.9％

取　組　実　績

1　業務委託の実施
　(1)　実施設計業務　一式

2　工事の実施
　(1)　橋梁上部工工事（清水町～南中里間）　　　Ｌ＝178ｍ
　(2)　道路新設工事（国道398号）　　　　　　 　Ｌ＝355ｍ（Ｒ2からの継続）

3　工事委託の実施
　(1)　ＪＲとの施工協定による工事委託（Ｒ1からの継続）
 　　　橋梁下部工　橋脚1基、橋梁上部工架設　　Ｌ=72ｍ

成　　　　果

　引き続きＪＲへの施工委託と国道398号の道路新設工事を進めながら、新たに清水町から南中里間の
橋梁上部工工事に着手した。

区分
事業の進捗

達成率
目標値 実績等

Ｈ28 4,314,097,543円 1,250,352,674円 29.0％

Ｈ29 4,314,097,543円 1,805,156,123円 

実施計画
掲載ページ

Ｐ107 事　業　名 街路整備事業（七窪蛇田線）〔復興基金〕

目的及び事業内容

　本路線は、末広町を起点とし、清水町、中里地区、北北上運河、ＪＲ石巻線等を越えて、国道45号に
接続する重要幹線道路である。中心市街地への円滑な交通の確保を図るため、全線供用が急務となって
いる。また、災害時における避難路、緊急輸送道路としての役割等を担う重要路線であることから、計
画延長Ｌ＝570ｍ、計画幅員15ｍの街路整備事業を実施する。

担　当　課 建設部都市計画課 中　事　業 七窪蛇田線街路整備事業費

予
算
科
目

目
街路整備事業費
東日本大震災関係費

( 5 )

都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち

5 項 都市計画費 第 3 節 安全安心な住環境と都市機能の整備の推進

8 款 土木費
総
合
計
画

第 2 章

3
8

道路整備を推進する
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1　工事の実施

　（1）渡波北部土地区画整理2号公園施設整備工事

　　ア 遊具5基

　　イ ベンチ1基

　（2）南境土地区画整理1・3号公園施設整備工事

　　ア 遊具5基

　　イ ベンチ5基

　　ウ 四阿・テーブル1基

 

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

636,989

成果に係る評価

　渡波北部土地区画整理2号公園の施設整備工事が完了し、事業進捗が図られた。南境土地区画整理1・
3号公園については事業継続中である。引き続き、計画的な公園施設整備工事を実施する必要がある。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

11,136,989 11,136,989 10,500,000

取　組　実　績

成　　　　果

　3公園の施設整備工事に着手し、1公園（渡波北部土地区画整理2号公園）が完成した。

区分
事業の進捗

達成率
目標値 実績等

Ｒ3 26,000,000円 11,136,989円 42.8％

実施計画
掲載ページ

Ｐ107 事　業　名 公園施設整備事業

目的及び事業内容

　土地区画整理事業により市に帰属された公園に植栽等の修景施設や休憩施設、トイレ等の便益施設の
整備を行い、街区内に居住する市民の憩いと安らぎとなる自然空間の創出を図る。

担　当　課 建設部都市計画課 中　事　業 公園管理費

予
算
科
目

目 公園管理費 ( 6 )

都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち

5 項 都市計画費 第 3 節 安全安心な住環境と都市機能の整備の推進

8 款 土木費
総
合
計
画

第 2 章

5 公園整備を推進する
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　トイレのバリアフリー化改修工事を実施した。

地方債 その他 一般財源

8,505,108

成果に係る評価

・トイレのバリアフリー化を図ることにより、障害のある人もない人も共に安心して利用できる公園施
設を整備することができた。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金

59,162,172 58,405,108 10,000,000 39,900,000

7,217,900円 10.9％

Ｒ3 65,623,008円 65,623,008円 100.0％

取　組　実　績

1　工事の実施

　（1）日和山公園トイレバリアフリー化工事

　（2）支障電柱等移転補償

成　　　　果

区分
事業の進捗

達成率
目標値 実績等

Ｒ1 66,428,000円 5,940,000円 8.9％

Ｒ2 66,428,000円 

実施計画
掲載ページ

事　業　名 日和山公園整備事業

目的及び事業内容

　トイレのバリアフリー化を図ることにより、障害のある人もない人も共に安心して利用できる公園整
備を図る。

担　当　課 建設部都市計画課 中　事　業 公園管理費

予
算
科
目

目 公園管理費 ( 6 )

都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち

5 項 都市計画費 第 3 節 安全安心な住環境と都市機能の整備の推進

8 款 土木費
総
合
計
画

第 2 章

5 公園整備を推進する
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  上記事業の実施により11地区が完成し、被災した集落の復興や防災機能の強化が図られた。

○ 整備済地区数

その他 一般財源

4,869,885,941 4,242,898,866 3,394,849,231 848,049,635

成果に係る評価

　他事業との工程調整や資材・労務の確保に積極的に努めたことにより11地区について完成することが
できた。なお、令和4年度は残る3地区（長面、船戸、味噌作地区）についても地盤嵩上げをはじめ、そ
れに関連する道路や排水路等の生活基盤再生のため、他事業と連携を図りながら事業の早期完成を目指
す。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債

うち令和2年度 2 10 12

うち令和3年度 0 11 11

うち平成30年度 2 10 12

うち令和元年度 2 9 11

うち平成28年度 1 1 2

対象地区 11 50 61

完成地区 9 49 58

成　　　　果

低平地事業のみ
低平地及び
漁集事業

計

うち平成29年度 2 8 10

取　組　実　績

令和3年度事業実施状況
　過年度に引き続き低平地の整備を行った。
　　令和3年度整備完了地区
　　　本庁　3地区　牧浜、小積浜、桃浦
　　　河北  1地区　尾崎
    　牡鹿　7地区　前網浜、鮫浦、大谷川浜、鮎川浜、小渕浜、給分浜、小網倉・清水田浜
　　　計 　11地区

担　当　課 復興企画部復興推進課 中　事　業 低平地整備事業費

予
算
科
目

5 項 都市計画費 第  節

8 款 土木費
総
合
計
画

第  章

8 目 東日本大震災関係費 (  )

実施計画
掲載ページ

事　業　名 低平地整備事業〔復興交付金〕〔復興基金〕

目的及び事業内容

　半島沿岸部の排水不良エリア（主に災害危険区域）において、地形測量（現地測量・路線測量）及び
排水検証を実施し、これらの結果を踏まえて、排水対策のための盛土造成、道路・水路の整備を行う。
　また、被災を受けた集落を再生させるため、積極的な地元活用を促す「コミュニティ広場、民間活用
地等」の整備を行う。

- 219 -



その他
予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 一般財源

520,358,194 510,297,265 167,775,000 11,292,521 331,229,744

Ｒ3 3,448,115,739円 3,272,952,027円 94.9％

成果に係る評価

　市道及び運河を跨ぐ区間の道路新設及び橋梁上部工新設工事の進捗が図られた。引き続き、関係機関
との調整を十分に行いながら事業完遂に向け効率的に進めていく必要がある。

Ｒ1 3,401,214,500円 2,249,706,597円 66.1％

Ｒ2 3,458,176,668円 2,762,654,762円 79.9％

32.9％

Ｈ30 3,401,214,500円 1,406,968,486円 41.4％

取　組　実　績

1　工事の実施
　(1)　橋梁下部工工事（北北上運河）　　 　　　　　　　　　　　 橋台2基（Ｒ1からの継続）
　(2)　道路新設及び橋梁上部工新設工事（盛土区間、北北上運河）　Ｌ＝160.7ｍ（うち橋梁37.3ｍ）

成　　　　果

　北北上運河部の橋梁下部工工事が完成した。引き続き道路新設及び橋梁上部工工事の進捗が図られ
た。

区分
事業の進捗

達成率
目標値 実績等

Ｈ28 3,401,214,500円 516,052,353円 15.2％

Ｈ29 3,401,214,500円 1,119,591,554円 

実施計画
掲載ページ

事　業　名 街路整備事業（石巻工業港運河線）〔復興基金〕

目的及び事業内容

　第三次緊急輸送道路として、市街地の幹線道路である本路線〔高盛土道路（門脇流留線）～国道45
号〕を整備し、救出・救助・物資輸送の迅速化を図る。

　延長Ｌ＝1,424.0ｍ（区画整理事業区間除く）
　うち社総交区間（国道398号～国道45号）Ｌ＝780.2ｍ　Ｗ＝16.0ｍ

担　当　課 建設部都市計画課 中　事　業 石巻工業港運河線街路整備事業費

予
算
科
目

目 東日本大震災関係費 (  )

5 項 都市計画費 第  節

8 款 土木費
総
合
計
画

第  章

8
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その他 一般財源

26,806,000 16,584,700 12,853,000 3,731,700

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債

Ｒ3 9,315,625,948円 9,315,625,948円 100％

成果に係る評価

　道路案内標識設置及び境界復元測量を実施し事業完遂が図られた。

Ｒ1 9,506,182,648円 4,796,027,983円 50.5％

Ｒ2 9,445,847,248円 9,299,041,248円 98.4％

17.6％

Ｈ30 9,506,182,648円 3,241,455,884円 34.1％

取　組　実　績

1　業務委託の実施
　　境界復元測量業務　一式
　
2　工事の実施
　　道路標識設置工事　Ｎ＝2基

成　　　　果

　道路案内標識設置及び境界復元測量が完成し事業完遂が図られた。

区分
事業の進捗

達成率
目標値 実績等

Ｈ28 9,506,182,648円 844,006,493円 8.9％

Ｈ29 9,506,182,648円 1,670,049,924円 

実施計画
掲載ページ

事　業　名 街路整備事業（渡波稲井線）〔復興交付金〕

目的及び事業内容

　被災時における避難活動、復旧活動等の迅速化を図るため、沿岸部（渡波地区）から内陸部（稲井地
区）への都市計画道路の整備を行う。

　延長Ｌ＝3,276.2ｍ（区画整理事業区間除く）　Ｗ＝15.0ｍ

担　当　課 建設部都市計画課 中　事　業 渡波稲井線街路整備事業費

予
算
科
目

目 東日本大震災関係費 (  )

5 項 都市計画費 第  節

8 款 土木費
総
合
計
画

第  章

8
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その他
予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 一般財源

4,288,817,510 4,286,391,180 2,281,616,000 92,900,818 1,911,874,362

Ｒ3 9,854,045,922円 9,532,109,492円 96.7％

成果に係る評価

　橋梁上部工工事が完成し、本線部の供用開始が図られた。引き続き、護岸工事と門脇町側の関連附帯
工事の工程管理を密に行いながら、事業完遂に向けて効率的に進めていく必要がある。

Ｒ1 8,347,840,277円 4,764,199,632円 57.1％

Ｒ2 9,856,472,252円 5,245,718,312円 53.2％

19.7％

Ｈ30 8,347,840,277円 3,330,829,642円 39.9％

取　組　実　績

1　工事の実施
　(1)　関連附帯工事（門脇町側の道路整備）　　　　 Ｌ＝96.1ｍ（Ｒ1からの継続）
　(2)　関連附帯（その2）工事（門脇町側の道路整備）Ｌ＝96.1ｍ

2　工事委託の実施
　(1)　宮城県との施工協定による工事委託（Ｈ27からの継続）
　　 　　橋梁上部工工事（渡河橋）　　　　　Ｌ＝340.0ｍ（Ｒ1からの継続）
　　 　　舗装工事　　　　　　　　　　　　　一式
　　 　　護岸工事　　　　　　　　　　　　　Ａ＝2,800㎡

成　　　　果

　宮城県と工事委託に関する協定を締結し、本線部が完成し供用開始を行った。引き続き護岸工事と門
脇町側の関連附帯工事を実施する。

区分
事業の進捗

達成率
目標値 実績等

Ｈ28 8,347,840,277円 780,246,815円 9.3％

Ｈ29 8,347,840,277円 1,647,182,157円 

実施計画
掲載ページ

事　業　名
街路整備事業（門脇町三・四丁目1号線（仮称）鎮守大橋）
〔復興基金〕

目的及び事業内容

　被災時における避難活動、復旧活動等の迅速化を図ることを目的として、湊地区と門脇地区を結ぶ最
短ルートとして、都市計画道路の整備を行う。〔門脇町四丁目（新門脇地区被災市街地復興土地区画整
理事業区域）～川口町二丁目（湊西地区被災市街地復興土地区画整理事業区域）〕

　延長Ｌ＝754ｍ（うち、橋梁Ｌ＝536ｍ）　Ｗ＝12.5ｍ

担　当　課 建設部都市計画課 中　事　業 （仮称）鎮守大橋整備事業費

予
算
科
目

目 東日本大震災関係費 (  )

5 項 都市計画費 第  節

8 款 土木費
総
合
計
画

第  章

8
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その他
予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 一般財源

1,459,901,639 1,383,650,604 753,921,000 31,885,204 597,844,400

Ｒ3 7,463,723,904円 6,263,571,889円 83.9％

成果に係る評価

　北北上運河の橋梁下部工工事が完成した。また、大街道地区の道路新設工事や、継続して橋梁上部工
工事の事業進捗が図られた。引き続き、事業完遂に向け関係機関等との協議も十分に行いながら効率的
に事業を進めていく必要がある。

Ｒ1 7,841,762,205円 3,888,344,337円 49.6％

Ｒ2 7,539,974,939円 4,879,921,285円 64.7％

15.0％

Ｈ30 7,841,762,205円 2,437,788,513円 31.1％

取　組　実　績

1　事業用地の取得
　(1)　用地取得　　　　　　　　　　　　　Ｎ＝3件（Ａ＝1,091.39㎡）
　(2)　物件移転補償　　　　　　　　　　　Ｎ＝2件
2　業務委託の実施
　(1)　送水管防護設計業務　　　　　　　　一式（Ｒ2からの継続）
　(2)　測量設計（その3）業務　　　　 　　一式（Ｒ2からの継続）
　(3)　擁壁実施設計業務　　　　　　　　　一式
3　工事の実施
　西側(1)　橋梁下部工工事（北北上運河左岸）　橋台1基（Ｒ1からの継続）
　　　(2)　道路新設工事（門脇地区起点部）　　Ｌ＝130.0ｍ（Ｒ1からの継続）
　　　(3)　橋梁上部工工事（北北上運河）　　　Ｌ＝51.0ｍ
　　　(4)　道路新設工事（門脇地区）　　　　　Ｌ＝845.5ｍ
　東側(1)　橋梁上部工工事（ＪＲこ線橋）　　　Ｌ＝185.0ｍ（Ｒ1からの継続）
　　　(2)　階段基礎杭新設工事　　　　　　　　Ｎ＝4本
　　　(3)　階段新設工事　　　　　　　　　　　Ｎ＝2基
4　工事委託の実施
　(1)　ＪＲ貨物との施工協定による工事委託
 　　　橋梁上部工架設　　Ｌ＝41ｍ

成　　　　果

　北北上運河の橋梁下部工工事が完成し、また、大街道地区の道路新設工事、橋梁工事、ＪＲこ線橋側
の階段新設工事を進めた。

区分
事業の進捗

達成率
目標値 実績等

Ｈ28 7,841,762,205円 62,279,994円 0.8％

Ｈ29 7,841,762,205円 1,174,528,683円 

実施計画
掲載ページ

事　業　名 街路整備事業（釜大街道線）〔復興基金〕

目的及び事業内容

　釜大街道地区の地域コミュニティ再生及び当該地区の生活道路の混雑を緩和するため、本路線〔社総
交区間：（西側）元明神～中屋敷一丁目、（東側）大街道南二丁目～大街道東二丁目〕を整備し、安
全・安心なまちづくりを推進する。

　延長Ｌ＝3,275.0ｍ（区画整理事業区間除く）
　うち社総交区間　Ｌ＝1,783.5ｍ　Ｗ＝16.0ｍ

担　当　課 建設部都市計画課 中　事　業 釜大街道線街路整備事業費

予
算
科
目

目 東日本大震災関係費 (  )
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129,214,279

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

863,517,439 838,851,039 71,700,000 98,800,000 539,136,760

取　組　実　績

　復興交付金事業等により整備を計画する事業「防災緑地2号・石巻南浜津波復興祈念公園・中瀬公
園」について、次のとおり取り組んだ。

1　防災緑地2号
　　 昨年度に引き続き、施設整備工事を実施した。
2　石巻南浜津波復興祈念公園
　 　広場整備工事を実施した。
3　中瀬公園
　 　用地取得を実施したほか、一次造成工事、施設整備工事を実施した。

成　　　　果

　上記の取組により、次の成果を得た。

1　防災緑地2号
　 　施設整備工事を進めたことにより事業を推進できた。
2　石巻南浜津波復興祈念公園
　　 施設整備・造成工事等については、国や県との工程調整等を行いながら工事を進めたことによ
   り、令和3年3月28日に開園した。
3　中瀬公園
　 　用地取得等、一次造成工事、施設整備工事を進めたことにより、事業を推進できた。

成果に係る評価

1　防災緑地2号
　 　多重防御機能の構築を図るため、今後も関係機関及び隣接事業との協議・調整を行いながら工
   事を進め、令和4年度の完成に向けて取り組んで行く。
2　石巻南浜津波復興祈念公園
　 　国・県と協同で整備する祈念公園であるため、工程調整等の連携を密に行いながら工事を進め
　 た結果、事業を推進することができ、令和3年度に事業完了した。
3　中瀬公園
　　 中瀬地区周辺の復興工事に伴い、関係機関との調整が必要不可欠であることから、引き続き各
　 関係機関と連携し、進捗状況を見極めながら整備工事を進め、事業完了に向けて取り組んで行く。

実施計画
掲載ページ

事　業　名
都市公園整備事業（石巻南浜津波復興祈念公園、中瀬公園、防
災緑地2号）〔復興交付金〕〔復興基金〕

目的及び事業内容

　防災集団移転促進事業による移転元地の利活用として、犠牲者への追悼の場、震災の教訓の伝承の場
として石巻南浜津波復興祈念公園を整備するほか、市街地の暮らし・にぎわいの創出、再生に寄与する
中瀬公園を整備するとともに、津波や高潮による直接的な被害の防御・減勢を図り、背後地の住居等を
守ることにより災害に強いまちづくりを行うため、防災緑地2号を整備する。

担　当　課 復興企画部復興推進課 中　事　業
南浜津波復興祈念公園整備事業費、中瀬公園整備事業費、防災
緑地2号整備事業費

予
算
科
目

目 東日本大震災関係費 (  )
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石巻市市街地再開発事業等補助金

（参考）

区域面積：0.36ha

地権者数：17名

開発概要：店舗及び共同住宅

主な経過：平成29年 5月　　地権者会設立

　　　　　平成30年 6月～　基本設計等

　　　　　令和 1年11月～　実施設計等

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

59,616,000 59,616,000 44,712,000 14,904,000

59,616,000

成　　　　果

　補助金の交付により、都市基盤の復旧・復興と中心市街地の活性化に向けた優良建築物等整備事業の
促進が図られた。

成果に係る評価

　優良建築物等整備事業への復興交付金を活用した間接補助による支援を行ったことにより、都市基盤
の復旧、復興や、街なかの賑わい創出といった中心市街地の活性化に向けた取り組みが進捗した。

取　組　実　績

　優良建築物等整備事業の施行者に対し、事業化に向けての必要な助言や支援を行うとともに、事業の
進捗状況に応じて必要となる補助金を交付した。

補助対象事業 補助金額

地盤調査、実施設計 59,616,000

実施計画
掲載ページ

事　業　名
優良建築物等整備事業（立町一丁目5番地区（Ａ1地区））
〔復興交付金〕

目的及び事業内容

　まちなか居住を促進し、賑わいや交流を促す店舗の整備など、市街地の環境改善と併せて良好な市街
地住宅等の供給を図るため、優良建築物等整備事業を進める民間事業者に対し補助金を交付し事業を支
援する。

担　当　課 復興企画部復興推進課 中　事　業 優良建築物等整備事業費

予
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目 東日本大震災関係費 (  )
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石巻市市街地再開発事業等補助金

（参考）

区域面積：0.29ha

地権者数：13名

開発概要：店舗及びサービス付き高齢者向け住宅、等

主な経過：平成27年 7月　　協議会設立

　　　　　平成29年 6月～　基本設計等

　　　　　平成30年 7月～　実施設計等

　　　　　令和 3年 7月～　補償

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

224,631,000 224,631,000 168,473,000 56,158,000

224,631,000円

成　　　　果

　補助金の交付により、都市基盤の復旧・復興と中心市街地の活性化に向けた優良建築物等整備事業の
促進が図られた。

成果に係る評価

　優良建築物等整備事業への復興交付金を活用した間接補助による支援を行ったことにより、都市基盤
の復旧、復興や、街なかの賑わい創出といった中心市街地の活性化に向けた取り組みが進捗した。

取　組　実　績

　優良建築物等整備事業の施行者に対し、事業化に向けての必要な助言や支援を行うとともに、事業の
進捗状況に応じて必要となる補助金を交付した。

補助対象事業 補助金額

補償 224,631,000円

実施計画
掲載ページ

事　業　名
優良建築物等整備事業（立町一丁目3番地区（Ｂ地区））
〔復興交付金〕

目的及び事業内容

　まちなか居住を促進し、賑わいや交流を促す店舗の整備など、市街地の環境改善と併せて良好な市街
地住宅等の供給を図るため、優良建築物等整備事業を進める民間事業者に対し補助金を交付し事業を支
援する。

担　当　課 復興企画部復興推進課 中　事　業 優良建築物等整備事業費

予
算
科
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目 東日本大震災関係費 (  )
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石巻市市街地再開発事業等補助金

（参考）

区域面積：0.08ha

地権者数：3名

開発概要：店舗（1階、2階）及び分譲住宅（3～6階）

主な経過：平成27年 7月　　協議会設立

　　　　　平成29年 6月～　基本設計等

　　　　　平成30年 3月～　実施設計等

　　　　　令和元年12月～　建築工事着手

　　　　　令和 3年 6月　　建築工事完了

（参考）

構造階数：鉄骨造・6階建て

主な用途：住宅　7戸

　　　　　店舗　2区画

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

83,270,000 83,270,000 62,452,000 20,818,000

83,270,000円

成　　　　果

　補助金の交付により、都市基盤の早期復旧・復興と中心市街地の活性化に向けた優良建築物等整備事
業を促進し、令和3年度において施設建築物等を完成させることができた。

成果に係る評価

　都市基盤の復旧・復興と、中心市街地の活性化を図るため、優良建築物等整備事業により、まちなか
の定住促進と、賑わい創出に向けて整備していた施設建築物等について、令和3年度に竣工、補助事業
を完了することができた。

取　組　実　績

　優良建築物等整備事業の施行者に対し、事業化に向けての必要な助言や支援を行うとともに、事業の
進捗状況に応じて必要となる補助金を交付した。

補助対象事業 補助金額

共同施設整備費、工事監理費 83,270,000円

実施計画
掲載ページ

事　業　名
優良建築物等整備事業（中央二丁目3番地区（Ａ1地区））
〔復興交付金〕

目的及び事業内容

　まちなか居住を促進し、賑わいや交流を促す店舗の整備など、市街地の環境改善と併せて良好な市街
地住宅等の供給を図るため、優良建築物等整備事業を進める民間事業者に対し補助金を交付し事業を支
援する。

担　当　課 復興企画部復興推進課 中　事　業 優良建築物等整備事業費

予
算
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1　工事等の実施

2　業務委託の実施

【主な事業実施状況】

　(1)　移転元地整備工事（がれき撤去工事）

　(2)　移転元地境界復元測量業務

　本事業により、他の復興事業を実施していない移転元地に残る支障物の撤去、整地工事等を行い、公
有財産の適正な維持管理とともに、土地の利活用に向けた移転元地の整備を推進することができた。

552,864,367 244,125,100 198,581,500 45,543,600

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

成果に係る評価

　移転元地整備工事では、5地区全ての地区でがれき撤去工事が完了し、土地利用の推進に向けた移転
元地の整備を図ることができた。
　また、移転元地境界復元測量業務では、資料収集および解析に時間を要したが3業務すべて進捗率
70％程度まで境界復元測量を行うことができた。
　移転元地については、一部を公共施設用地等として利用しているものの、未だ多くの土地が未利用と
なっており、土地の維持管理が課題となっていることから、効率的な土地利用の推進に向け、残る測量
業務実施地区の早期完了を目指す。

本庁半島・牡鹿 24 24 17 実施中

河北・北上 16 16 11 実施中

地区名 対象地区数 着手地区数 完了地区数 実施状況

雄勝 20 20 14 実施中

北上 9 9 9 Ｒ3完了

牡鹿 9 9 9 Ｒ2完了

取　組　実　績

　本庁半島地区、河北地区、雄勝地区、北上地区、牡鹿地区に係る移転元地整備工事（構造物撤去
工、法面整形工、舗装工等）を実施した。

　本庁半島地区、河北地区、雄勝地区、北上地区、牡鹿地区に係る移転元地境界復元測量業務に着
手した。

成　　　　果

地区名 対象工区数 着工工区数 完了工区数 実施状況

本庁半島 7 7 7 Ｒ2完了

河北 1 1 1 Ｒ2完了

雄勝 9 9 9 Ｒ3完了

担　当　課 復興企画部復興推進課 中　事　業 移転元地整備事業費

予
算
科
目

5 項 都市計画費 第  節

8 款 土木費
総
合
計
画

第  章

8 目 東日本大震災関係費 (  )

実施計画
掲載ページ

事　業　名 移転元地整備事業〔復興交付金〕〔復興基金〕

目的及び事業内容

　東日本大震災により甚大な被害を受けた本市半島沿岸部において、未利用となっている移転元地の利
活用を推進するため、将来的な土地の維持管理を見据えて、維持管理上支障となるがれきを撤去すると
ともに、境界の復元等により移転元地の整備を行う。
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予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

7,160,000 6,265,000 6,265,000

計 － 53

成果に係る評価

　令和3年度において移転意向のなかった世帯については、次年度以降も引き続き移転事業計画につい
て丁寧に説明し、事業の推進を図るとともに、移転意向がありながらも個別の事情により移転が困難と
なっている世帯については、関係各課と連携し、各々の世帯の課題解決に努める。
　また、早期移転を促すため、後年度の対象世帯が市営住宅の公募に当選した場合は移転できるという
施策を前年度に引き続き実施したところ、移転促進に効果的であったことから、次年度も継続して実施
する。

取　組　実　績

　１　移転事業計画の説明と意向調査の実施
　　　　対象者に個別に直接対面し、事業内容の説明と意向調査を実施した。（77世帯）

　２　復興住宅抽選会の実施
　　　　意向調査において復興住宅への移転を希望する世帯に対して、復興住宅抽選会を開催した。
　　　　（令和3年8月19日）

　３　移転補償金の支払い
　　　　移転した世帯に対して、移転補償金を支払った。（35世帯）

成　　　　果

　令和2,3年度対象の77世帯中29世帯の移転が完了したことに加え、早期移転を希望する世帯の6世帯の
移転が完了し、令和3年度の移転実績は35世帯となった。

年度 目標値 移転世帯数 内訳

Ｒ2 20 18
新橋7、上井内3、前谷地黒沢前1、和渕佐沼川2、須江小竹3、
須江糖塚1、河北川の上上納（下）1

Ｒ3 20 35
向陽町2、新橋6、蛇田17、流留2、和渕佐沼川1、和渕黄金袋
2、須江糠塚1、前谷地黒沢前2、鮎川南2

実施計画
掲載ページ

事　業　名 市営住宅入居者移転計画推進事業

目的及び事業内容

　「石巻市営住宅等の用途廃止に伴う入居者移転計画」を推進することにより、本計画の対象となる市
営住宅入居者の住環境改善を図るとともに、耐用年限を経過した不良住宅の用途廃止に取り組み、市営
住宅の適正な管理戸数の確保を図る。

担　当　課 建設部住宅課 中　事　業 市営住宅管理費

予
算
科
目

目 住宅管理費 ( 3 )

都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち

6 項 住宅費 第 3 節 安全安心な住環境と都市機能の整備の推進

8 款 土木費
総
合
計
画
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14,685,000

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

54,891,000 30,248,000 15,563,000

Ｒ3 100件 113件 113％

成果に係る評価

　令和元年度～2年度に、市内全域のブロック塀の危険性についての調査結果を通知したため、令和元
年度以降の事業実績が大幅に増えている。
　令和3年度は年度当初にかけて多発した地震の影響もあり、多数の相談・申請を受けた。また、要綱
を改正し補助限度額を増額したことにより、多様なケースに対応可能な制度となった。
　今後は特に、スクールゾーン（小学校から半径500ｍ）内の通学路に設置された危険性が高いブロッ
ク塀について、ホームページにその位置を公表するとともに、戸別訪問により現状確認と除却の協力に
ついて依頼を継続していく。その他の区域についても、未改修のブロック塀の所有者に対し、除却の協
力についての文書を再送付し通行人の安全確保に繋げる。

76％

Ｒ1 45件 156件 347％

Ｒ2 130件 116件 89％

成　　　　果

　道路等に面した危険なブロック塀等の除却事業の実施により、地震におけるブロック塀等の倒壊によ
る事故を未然に防止し、児童、生徒など通行人の安全確保が図られた。

区　分
成果指標

達成率
目標値 実績

Ｈ30 45件 34件

取　組　実　績

　平成30年度から令和元年度の2カ年に渡り、市内全域16,703件の道路沿いのブロック塀の危険性につ
いて調査し、所有者に対し順次その判定結果を通知した。
　国の社会資本整備総合交付金防災・安全交付金の基幹事業に創設された「ブロック塀等の安全確保に
関する事業」として実施するため、令和2年3月に石巻耐震改修促進計画を改定し、避難路の位置付けを
行ったうえで、事業の大部分を基幹事業として実施している。
　令和3年度から、除却費用に対する補助金額の算定基準を、1ｍ当り8万円（前年度は1㎡当り4,000
円）を乗じた額又は除却に要する費用の2／3のいずれか低い額（補助限度額30万円。前年度は15万円）
に増額。フェンス等の新設については1ｍ当り8万円（前年度は1ｍ当り4,000円を乗じた額又は設置に要
する費用の2／3のいずれか低い額（補助限度額10万円）に変更した。

　更に、令和2年度から、宮城県が「宮城県小学校スクールゾーン内ブロック塀等除却工事助成事業」
を創設しており、市内の小学校（33校）スクールゾーン内の通学路に面した部分の危険ブロック塀を除
却する際に上乗せで加算金を支給した。加算金の算出基準は、対象となる部分の除却費用の1／6又は市
が負担する額の1／3のいずれか低い額で、令和3年度から除却にかかる補助限度額を前年度の2倍の30万
円としたことにより、加算金の補助限度額も7.5万円（前年度は3.7万円）に増額した。

　補助限度額を増額したことにより、多様なケースに対応可能な制度となった。

1　除却補助　除却費用の2／3又は1ｍ当り8万円を乗じた額のいずれか低い額（限度額30万円）

2　設置補助　設置費用の2／3又は1ｍ当り8万円を乗じた額のいずれか低い額（限度額10万円）

3　県補助加算　除却費用の1／6又は市が負担する額の1／3のいずれか低い額（限度額7.5万円）

　申込期間　令和3年4月1日～令和4年3月31日

実施計画
掲載ページ

Ｐ114 事　業　名 危険ブロック塀除却等事業

目的及び事業内容

　地震発生時に起こり得る通学路等に面したブロック塀等の倒壊による事故を未然に防止し、通行人の
安全確保を図るため「石巻市危険ブロック塀除却等事業補助金交付要綱」に基づき、石巻市耐震改修促
進計画に定める避難路に面した危険なブロック塀等を除却する方に対し、除却及び除却後に軽量材で塀
を新設する費用の一部を助成する。

担　当　課 建設部建築指導課 中　事　業 地域住宅事業費（一般住宅）

予
算
科
目

目 住宅管理費 ( 2 )

都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち

6 項 住宅費 第 3 節 安全安心な住環境と都市機能の整備の推進

8 款 土木費
総
合
計
画
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成果に係る評価

　安全で良好な市街地の形成と居住環境の整備を図るため、新築・増築や建て替え等を行う際に、土地
の所有者及び建築主等の理解と協力のもと、狭あい道路に接する土地の整備を行った。今後について
も、安全で安心なまちづくりのため、事業を継続していく必要がある。

4,936,000

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

7,117,000 7,117,000 2,181,000

45％

Ｒ3 40件 28件 70％

取　組　実　績

　「石巻市狭あい道路整備要綱」に基づき、市街化区域内の幅員4ｍ未満の狭あい道路に接する土地の所
有者又は建築主等が実施した拡幅整備に対し、助成金を交付した。
　１　助成金額
　　　　工作物移転工事等費用、登記費用及び境界立会い費用に対し、損失補償基準要綱等により算定
　　　した額の3／4以内の額

成　　　　果

　土地の所有者又は建築主等の理解と協力のもと、狭あい道路の拡幅整備を実施することにより、緊急
時の市民の安全が確保され、安全で良好な市街地の形成と居住環境の整備が図られた。

区　分
成果指標

達成率
目標値 実績（a）

Ｒ1 40件 20件 50％

Ｒ2 40件 18件

実施計画
掲載ページ

Ｐ115 事　業　名 狭あい道路整備事業

目的及び事業内容

　災害時における避難路を確保し、安全で良好な市街地の形成と居住環境の整備を図るため、「石巻市
狭あい道路整備要綱」に基づき、幅員4ｍ未満の狭あい道路に接する土地の所有者又は建築主等と協議を
行い、その当該道路の拡幅整備に対し、工事費用等の一部を助成する。

担　当　課 建設部建築指導課 中　事　業 地域住宅事業費（一般住宅）

予
算
科
目

目 住宅管理費 ( 5 )

都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち

6 項 住宅費 第 3 節 安全安心な住環境と都市機能の整備の推進

8 款 土木費
総
合
計
画
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1 道路整備を推進する
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1 派遣に要する費用

(1)　市は、耐震診断士の派遣に要する費用、対象住宅1棟当たり150,800円を負担する。

2 申込期間

(1)　令和3年4月1日～令和3年12月3日

1,295,400

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

9,048,000 4,867,600 3,572,200

成果に係る評価

　大地震で住宅倒壊がなかった経験などから耐震化への意識が希薄になっており、実績が減少傾向に
あったが、平成30年度からアクションプログラムを策定し、築年数が高い住宅が多い一部の地区を対象
に、戸別訪問を行ったほか、啓発を促すパンフレットの配布と説明等を行っており、実績件数が増加に
転じている。
　令和3年度当初にかけて多発した地震の影響もあり、多数の相談・申請を受けた。
　耐震診断を実施した32件全件が、耐震性が無く耐震改修計画を作成したものであり、住宅の所有者に
対する耐震化への意識を喚起することで、安全性の確保（耐震改修工事等）に繋がった。
　地震に強いまちとして、安心して生活できるよう事業の継続と啓発に努めていく必要がある。

50件 35件 70％

Ｒ2 40件 25件 63％

Ｒ3 40件 32件 80％

取　組　実　績

　「石巻市木造住宅耐震診断事業実施要綱」に基づき、昭和56年5月31日以前に着工された木造住宅の
耐震診断を希望する方に対し、市は耐震診断士を派遣し、耐震診断及び耐震改修計画の作成を行った。

成　　　　果

　木造住宅の耐震診断を実施することにより、現行の耐震設計基準との比較検討がなされ、住宅の耐震
化に対する意識向上が図られた。

区　分
成果指標

達成率
目標値 実績

Ｒ1

実施計画
掲載ページ

Ｐ114 事　業　名 木造住宅耐震診断事業

目的及び事業内容

　木造住宅の地震に対する安全性の確保及び向上を図り、震災に強いまちづくりを推進するため、「石
巻市木造住宅耐震診断事業実施要綱」に基づき、市内に存する木造住宅の所有者が耐震診断を希望する
場合、耐震診断士を派遣し、耐震診断及び耐震改修計画の作成を行う。

担　当　課 建設部建築指導課 中　事　業 地域住宅事業費（一般住宅）

予
算
科
目

目 住宅管理費 ( 2 )

都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち

6 項 住宅費 第 3 節 安全安心な住環境と都市機能の整備の推進

8 款 土木費
総
合
計
画
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1 補助金額

2 申込期間

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

24,200,000 15,400,000 10,500,000 4,900,000

成果に係る評価

　市の助成で木造住宅の耐震診断を実施した所有者が、耐震改修工事又は建替えを希望する場合、耐震
化工事に要する費用の一部を助成している。令和3年度は年度当初にかけて多発した地震の影響もあ
り、多数の相談を受けた。その一方で耐震診断を受けたものの、経済的なことや震災時に住宅が倒壊し
なかった経験等の理由により、直ちに改修工事に至らない所有者が多い現状となっている。今後につい
ても、倒壊による事故を未然に防ぐため、改修工事の必要性などの理解を求めながら、市民の負担を軽
減するために、この事業の継続は必要である。

Ｒ3 15件 14件 93％

成　　　　果

　耐震診断の結果に基づき、現行の耐震設計基準（昭和56年6月以降）に達していない木造住宅に耐震
改修工事を施すことで、現行の耐震設計基準以上の耐力性を満たした建物へと改善が図られた。

区　分
成果指標

達成率
目標値

Ｒ2

実績

Ｒ1

取　組　実　績

　「石巻市木造住宅耐震改修工事助成事業補助金交付要綱」に基づき、木造住宅の所有者が耐震化工事
を実施した場合、補助金を交付した。

(1)　耐震化工事に要する費用の4/5以内の額（限度額1,000,000円）

(2)　その他改修工事又は建替工事を行う場合は、耐震化工事に要する費用の2/25以内の額を加算

　　（限度額100,000円）

(1)　令和3年4月1日～令和4年3月31日

20件 14件 70％

18件 7件 39％

実施計画
掲載ページ

Ｐ114 事　業　名 木造住宅耐震改修工事助成事業

目的及び事業内容

　大規模地震による住宅被害を減ずるため、「石巻市木造住宅耐震改修工事助成事業補助金交付要綱」
に基づき、耐震診断を行い、耐震改修計画を作成した市内に存する木造住宅の所有者が、耐震化工事を
実施する場合、補助金を交付する。

担　当　課 建設部建築指導課 中　事　業 地域住宅事業費（一般住宅）

予
算
科
目

目 住宅管理費 ( 2 )

都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち

6 項 住宅費 第 3 節 安全安心な住環境と都市機能の整備の推進

8 款 土木費
総
合
計
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国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

41,557,000 31,823,000 28,300,000 3,523,000

配備総人員 26人

成果に係る評価

　老朽化した河北消防署の更新整備を目的とし、令和3年度に設計業務を完了し、地域住民の安全で安
心して生活できる環境の確保を図る。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

成　　　　果

　河北消防署庁舎新築の実施設計業務が完了し、令和4年度の建設工事発注へ向け事業を進めている。

救急車  1台 指揮車 1台

広報車  1台

構造種目 鉄筋コンクリート造　地上2階

配備態勢

水槽付きポンプ車  1台 消防ポンプ車

河北消防庁舎新築その他工事設計業務　契約額　51,513,000円

　令和2年度　19,690,000円　（Ｒ2現年）

2台

施設設計概要

所在地 石巻市成田字小塚裏畑17番1　ほか

敷地 2,600.89 ㎡

延べ床面積 1,155.05 ㎡

令和6年3月 竣工・供用開始

建設予定地の地質調査業務　契約額　9,352,200円

　令和2年度　9,352,200円　（Ｒ2現年）
取　組　実　績

　令和3年1月から進めていた河北消防署庁舎新築その他工事の設計業務が完了した。

令和2年度　地質調査、実施設計

令和3年度　実施設計

〔今後の予定〕

令和4年度　建設工事、工事監理

令和5年度　建設工事、備品整備、指令システム移設

契約相手　宮城県仙台市太白区柳生一丁目11番地8

　令和3年度　31,823,000円　（Ｒ2繰越）

契約相手　宮城県仙台市泉区泉中央三丁目2番地の1

  株式会社綜企画設計仙台支店

  株式会社ウエスコ東北事務所

担　当　課 総務部危機対策課 中　事　業 河北消防署建設事業費

予
算
科
目

住民同士の絆・支え合いで安全安心に暮らせるまち

1 項 消防費 第 3 節 安心して暮らすための地域防災力などの向上

9 款 消防費
総
合
計
画

第 1 章

3 目 消防施設費 ( 3 )

実施計画
掲載ページ

Ｐ23 事　業　名 消防署更新整備事業（河北消防署）

目的及び事業内容

　河北消防署庁舎の建築から50年が経過し、建物自体の劣化が進み、近年の消防緊急車両の大型化も重
なり、車庫が狭隘となるなど、緊急出動時の安全管理上にも支障を来たしていることから、消防署の新
築更新を図るもの。

消防機能・交通安全を推進する

- 234 -

その他 一般財源

35,158,377 35,141,000 31,800,000 3,341,000

成果に係る評価

　令和3年度においては、3棟の老朽化した消防団ポンプ置場の更新整備を計画していたが、うち2棟が
次年度への繰り越しとなった。
　今後も地域の実情を勘案しながら、更新計画に基づき毎年2棟から3棟の整備を進める必要がある。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債

Ｒ3 Ｒ3現年 3棟 1棟 33.3％

Ｒ2
Ｒ1繰越 1棟 1棟

100.0％
Ｒ2現年 3棟 3棟

実績等

Ｒ1 Ｒ1現年 2棟 1棟 50.0％

河南地区団道的班 木造2階建て 71.21㎡ 有 Ｒ3現年

成　　　　果

　消防団ポンプ置場を新築することにより、当該地域の消防力の強化及び地域住民の安全で安心して生
活できる環境の確保が図られた。

区分 予算
成果指標

無 契約繰越

雄勝地区団大須下班 木造平屋建て 67.07㎡ 有 契約繰越

取　組　実　績

　既存の消防団ポンプ置場の老朽化に伴い、更新計画に基づき消防団ポンプ置場3棟のうち1棟を解体新
築、2棟は次年度へ繰り越しとなった。

ポンプ置場名称 事業内容 延床面積 詰所 予算区分

石巻地区団向陽班 木造平屋建て 53.82㎡

達成率等
目標値

担　当　課 総務部危機対策課 中　事　業 消防施設関係費

予
算
科
目

住民同士の絆・支え合いで安全安心に暮らせるまち

1 項 消防費 第 3 節 安心して暮らすための地域防災力などの向上

9 款 消防費
総
合
計
画

第 1 章

3 目 消防施設費 ( 3 )

実施計画
掲載ページ

Ｐ21 事　業　名 消防団ポンプ置場整備事業

目的及び事業内容

　消防団の活動拠点として、消防団ポンプ置場を整備し、地域住民の安全で安心して生活できる環境の
確保を図る。

消防機能・交通安全を推進する
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№

1

2

3

4

5

6

7

8

9,000,000

予算の執行状況

5,115,000 5,115,000

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

成果に係る評価

　総合計画に基づき10基の浚渫整備計画としていたが、浚渫箇所立地、補水条件により、浚渫可能な8
基の実施となった。浚渫により円滑な消防活動を行うための水利確保ができたほか、地域住民が安全で
安心して生活できる環境の確保が図られた。
　市内には67基の無蓋防火水槽が設置してあり、これまで整備した30基を除く37基について、令和4年
度以降整備を進めていく必要がある。
　また、令和3年度より無蓋貯水槽の有蓋化の更新も進めている。（令和3年度入替更新：河北1基、桃
生1基）

130％

Ｒ2 現年 10基 9基 90％

Ｒ3 現年 10基 8基 80％

目標値 実績等

Ｒ1 現年 10基 13基

桃生 石巻市桃生町太田字西前1番地

桃生 石巻市桃生町永井字新山54番地

成　　　　果

　防火水槽内堆積物等の浚渫を行い地域住民が安全で安心して生活できる環境の確保が図られた。

区分 予算
成果指標

達成率等

取　組　実　績

　浚渫整備計画に基づき、年10基の整備を目標に取り組み、8基の浚渫を行った。

地区名 実施場所

桃生 石巻市桃生町城内字舘下41番地先

桃生 石巻市桃生町城内字嶺前170番地4

桃生 石巻市桃生町太田字袖沢46番地5

桃生 石巻市桃生町太田字薬田119番地4

桃生 石巻市桃生町城内字舘下53番地13

桃生 石巻市桃生町城内字西嶺94番地

実施計画
掲載ページ

Ｐ22 事　業　名 防火水槽浚渫清掃事業

目的及び事業内容

　既存の無蓋式防火水槽が、自然堆積物等（土砂・落葉等）により、本来貯水可能な水量が確保できな
いほか、円滑な消防活動を行うための消防ポンプに甚大な不具合を発生させることから、水槽内の堆積
物等の除去（浚渫作業）を行い防火水槽を良好な状態で使用できるよう整備することにより、地域住民
が安全で安心して生活できる環境の確保を図る。

担　当　課 総務部危機対策課 中　事　業 消防施設関係費

予
算
科
目

目 消防施設費 ( 3 )

住民同士の絆・支え合いで安全安心に暮らせるまち

1 項 消防費 第 3 節 安心して暮らすための地域防災力などの向上

9 款 消防費
総
合
計
画

第 1 章

3 消防機能・交通安全を推進する
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4,398,600

成果に係る評価

　令和3年度は計画4基のうち2基を整備し、2基については、施工方法の設計の見直しのため令和4年度
へ2基繰越とした。
　現在、市内全体の消防水利は、消火栓に偏った整備となっているため、無水利地区と消火栓に偏る地
区を重点的に整備を進めていく必要がある。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

55,909,200 55,170,600 10,972,000 39,800,000

Ｒ3
Ｒ2繰越 2基 2基

66.7％
Ｒ3現年 4基 2基

　令和3年度は、2基を整備完了し、令和4年度へ2基を繰り越した。

4基 0基

Ｒ2
Ｒ1繰越 4基 4基

80.0％
Ｈ30現年 4基 3基

Ｒ1
Ｈ30繰越 1基 1基

20.0％
Ｒ1現年

75.0％
Ｒ2現年 4基 2基

目標値 実績等

Ｈ30
Ｈ29繰越 1基 1基

石巻市三輪田字尾崎前（河北地区） 1基 40㎥ Ｒ3現年

成　　　　果

　無水利地域へ耐震性貯水槽を設置したことにより、地域住民の安全で安心な生活の確保と消防施設の
充実、強化が図られた。

区分 予算
成果指標

達成率等

石巻市鹿又字三軒谷地地内（河南地区） 1基 40㎥ Ｒ2繰越

石巻市針岡字向田上道地内（河北地区） 1基 40㎥ Ｒ3現年

取　組　実　績

　火災時の重要施設である消防水利の充実強化として、耐震性に優れた貯水槽を更新計画に基づき、4
基のうち2基を整備し、残り2基については、施工方法の設計の見直しのため令和4年度へ繰越とした。
　また、令和2年度の繰越2基が完了した。

設置場所 設置基数 容量 予算区分

石巻市北村字新俵庭地内（河南地区） 1基 40㎥ Ｒ2繰越

実施計画
掲載ページ

Ｐ22 事　業　名 耐震性貯水槽整備事業

目的及び事業内容

　火災発生時における無水利地域の水利確保のため、消防庁の令和3年度から令和7年度までの第6次地
震防災緊急事業五箇年計画にエントリーし、補助金を活用しながら年4基の耐震性貯水槽を整備するこ
とにより、地域住民の安全で安心な生活の確保と災害対策のさらなる充実を図る。

消防機能・交通安全を推進する

担　当　課 総務部危機対策課 中　事　業 消防施設関係費

予
算
科
目

住民同士の絆・支え合いで安全安心に暮らせるまち

1 項 消防費 第 3 節 安心して暮らすための地域防災力などの向上

9 款 消防費
総
合
計
画

第 1 章

3 目 消防施設費 ( 3 )
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80,600,000

予算の執行状況

80,344,000 17,397,000 55,300,000 7,647,000

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

7台 7台 100％

成果に係る評価

　令和3年度は、非常備消防自動車更新計画に基づき7台の非常備消防自動車の更新が完了した。
　今後も、火災等の災害から地域住民の生命と財産を保護し、安全で安心して生活ができる環境の確保
を図るため、購入後概ね20年経過を目安に、消防団の班再編計画に合わせ、更新が必要な車両から順次
整備を進める必要がある。

成　　　　果

　経年劣化した非常備消防自動車を整備したことにより、当該地域住民の安全で安心して生活できる環
境の確保に寄与した。

区分
成果指標

達成率等
目標値 実績等

Ｈ30 7台 7台 100％

Ｒ1 7台 7台 100％

Ｒ3

石巻地区団高木西班

雄勝地区団宇島班

Ｒ2 7台 7台 100％

取　組　実　績

　非常備消防自動車更新計画に基づき、消防自動車7台を整備した。

車種 台数 配備班

消防ポンプ自動車 1台 河南地区団町上班

小型動力ポンプ付積載車 4台

石巻地区団裏沢田班

河北地区団鶴家班

河北地区団五味旧班

河南地区団表沢班

小型動力ポンプ付軽積載車 2台

実施計画
掲載ページ

Ｐ22 事　業　名 非常備消防自動車整備事業

目的及び事業内容

　経年劣化した非常備消防自動車を整備することにより、消防設備の充実と地域消防力の向上を推進
し、地域住民が安全で安心して生活できる環境の確保を図る。

担　当　課 総務部危機対策課 中　事　業 消防自動車関係費

予
算
科
目

目 消防施設費 ( 3 )

住民同士の絆・支え合いで安全安心に暮らせるまち

1 項 消防費 第 3 節 安心して暮らすための地域防災力などの向上

9 款 消防費
総
合
計
画

第 1 章

3 消防機能・交通安全を推進する

- 238 -

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

596,669,000 487,347,545 487,347,545

成果に係る評価

　今回の網小医院の改修工事により、牡鹿半島及び離島を合わせ、市全体で7施設が整備され、女川原
子力発電所から半径5キロ圏のPAZ及びPAZ以南の牡鹿半島及び有人離島の準PAZにおける放射線防護対策
の充実が図られた。

防護区画 1-2階

防護面積 1,681.39㎡

収容人数 90人

竣工 令和4年3月18日

事業費
487,347,545円(Ｒ2繰越)

（工事費、工事監理費、資機材等購入費を含む）

※財源：原子力災害対策事業費補助金（国補助率10/10）

取　組　実　績

　網小医院（旧網長小学校校舎）の原子力災害時における放射線防護機能を強化するため、建具の交換
による気密性向上や特殊なフィルターを内蔵した空調設備の設置等の屋内退避施設改修工事を実施し
た。

　○工事概要
　　1　換気・空調設備改修、給水設備新設及び改修、地上式貯油槽増設
　　2　非常用照明、自家発電設備新設、既存電気設備改修
　　3　建具改修他、上記に付帯する内外装改修
　　4　備蓄倉庫棟別棟増築、軽量鉄骨造平屋建て　延べ面積29.78㎡
　　5　原子力災害対策施設整備費補助金交付要綱に基づく整備

成　　　　果

　原子力災害発生時に、自力避難が困難な入所者及び周辺地区在住の避難行動要支援者の安全確保が可
能となり、牡鹿半島南部の放射線防護対策の強化が図られた。

施設名 網小医院（旧網長小学校校舎）

所在地 石巻市長渡浜杉13番地3

延床面積 1,681.39㎡

実施計画
掲載ページ

事　業　名 原子力災害対策事業（放射線防護対策事業）

目的及び事業内容

　原子力緊急事態時において、即時避難が困難な要配慮者等が一時的に退避する施設の放射線防護対策
を強化するため、施設内部への放射性物質の侵入を防ぐ屋内退避施設確保事業を実施する。

担　当　課 総務部危機対策課 中　事　業 屋内退避施設確保事業費

予
算
科
目

目 災害対策費 (  )

1 項 消防費 第  節

9 款 消防費
総
合
計
画

第  章

5

- 239 -



予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

95,500,000 91,016,200 74,263,000 16,753,200

成果に係る評価

　電柱などに避難誘導表示板を設置することで、避難場所まで迅速に避難するための対策が図られた。
　また、各看板にピクトグラムの表示をすることで、市民だけでなく、外国人来訪者に対しても、災害
時の避難誘導の対策が図られた。
　なお、本事業の効果などを検証しながら、宮城県津波浸水想定を踏まえ、必要な対策を今後も検討し
ていく。

Ｒ3
Ｒ2繰越

279基 279基 100.0％

増設分　12基

成　　　　果

　市内各地の場所に適した防災サインの設置ができたことにより、住民や就労者などの発災時の迅速な
避難が可能となったため、安全の確保が図られた。また、災害に対しての意識啓発にもつながった。
　令和2年度の繰越予算では、道路事業等進捗による周辺状況や道路形状の変化から、より有効で効果
が高い場所に設置を行うため、設置基数を見直した結果、基数の増加につながった。

区分 予算
成果指標

Ｒ2 Ｒ2現年 420基

Ｒ3現年 15基

取　組　実　績

　平成30年度に作成した「石巻市防災サイン詳細設計業務」を基に防災サインの設置を進める。

〇誘導表示板設置事業（Ｒ2繰越）・避難先表示板設置事業（Ｒ3現年）

　内陸部や沿岸部などに設置する避難先入口・建物サインや、電柱に設置する避難誘導サイン、東日本
大震災による浸水区域であることを示した「注意警告サイン」、「避難啓発サイン」、浸水の境界地点
を示す「避難目標地点サイン」などの設置を行った。

　設置内訳
　誘導表示板設置事業　　291基（Ｒ2繰越）
　避難先表示板設置事業　 15基（Ｒ3現年）

達成率等
目標値 実績等

15基 100.0％

141基 33.6％

増設分　12基 100.0％

実施計画
掲載ページ

Ｐ24 事　業　名 避難先表示板設置事業〔復興交付金〕〔復興基金〕

目的及び事業内容

　災害発生時に、避難者を安全に避難場所等へ誘導する防災サインを設置するため、基本的な考え方を
定めた「石巻市防災サイン計画」、具体的な防災サインの設置内容を決定した「石巻市防災サイン詳細
設計業務」を基に防災サインの設置を進める。

担　当　課 総務部危機対策課 中　事　業 危機対策費

予
算
科
目

目 災害対策費 ( 1 )

住民同士の絆・支え合いで安全安心に暮らせるまち

1 項 消防費 第 3 節 安心して暮らすための地域防災力などの向上

9 款 消防費
総
合
計
画

第 1 章

5 地域防災力の向上を図る
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3,443,300 2,575,000 2,575,000

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

成果に係る評価

　令和3年度の自主防災組織数については、2組織が増加となった。各地域での防災意識の浸透や向上を
図るため、組織率の低い地域を重点的に新規設立に向けた説明会を町内会等へ実施していく。
　また、自主防災組織への補助金交付については、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を懸念し、各
自主防災組織において活動自粛の中、27件の活用実績があった。
　なお、既存の自主防災組織の強化として、補助金制度の活用を図りながら、災害時における避難行動
がスムーズに行うことが可能な訓練をはじめ、避難所開設・運営を目的とした防災訓練の積極的な活動
を促す支援協力を図っていく必要がある。

2件 196,000円

防災倉庫設置費補助金

合計 27件 2,575,000円

成　　　　果

②防災資機材の整備及び食料備蓄の推進並びに防災訓練の実施促進が図られた。
・令和3年度は、合計27件の補助金を交付し、既存組織の地域防災力の強化につながった。

担　当　課 総務部危機対策課 中　事　業 防災推進費

予
算
科
目

住民同士の絆・支え合いで安全安心に暮らせるまち

1 項 消防費 第 3 節 安心して暮らすための地域防災力などの向上

9 款 消防費
総
合
計
画

第 1 章

5 目 災害対策費 ( 1 )

①新たな自主防災組織の設立が図られた。
・組織数ついては、河南地区で1増、河北地区で1増となり、市全域では243組織となった。

実施計画
掲載ページ

Ｐ24 事　業　名 自主防災組織機能強化事業

目的及び事業内容

　自主防災組織の共助の意識向上を図るため、①自主防災組織を設立していない町内会、行政区の設立
を促す。②既存の自主防災組織の機能強化に向けて、防災資機材、防災倉庫、食糧備蓄の整備と防災訓
練の実施を促す。③自主防災組織の防災リーダーとして防災士を育成することで地域における防災力の
向上や防災意識の高揚を図るための費用の補助を行う。
　

地域防災力の向上を図る

2件 546,000円

食糧備蓄購入費補助金 18件 1,713,000円

防災訓練費補助金 5件 120,000円

取　組　実　績

　各自主防災組織に積極的な補助金の活用を促すため、ホームページや市報等を通じて周知を図り、自
主防災組織が行う活動に対して「石巻市自主防災組織機能強化補助金交付要綱」に基づき、補助したこ
とにより、各地域における防災力の向上が図られた。
　開催を予定していた防災士スキルアップセミナーは、新型コロナウイルス感染症の拡大防止から中止
となった。
　なお、新たな自主防災組織の設置を促すため、設立時に必要な防災倉庫や資機材購入費は現行どおり
引き続き補助することとし、自主防災組織に対する活動支援の強化を図る観点から、防災訓練費補助金
を上乗せし、効果的かつ適正な補助制度となるよう、令和3年度に補助金交付要綱の改正を行った。

補助実績

補助金種別 交付件数 補助金額

防災資機材購入費補助金
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4,421,600 4,325,663 1,162,000 3,163,663

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

成果に係る評価

　石巻市災害時備蓄計画に基づき、更新が図られた。また、食糧等の備蓄品の他、感染症を考慮した備
蓄品の配備も進めており、社会情勢や環境の変化などに応じた見直しを図りながら、避難所開設時の円
滑化と避難生活初期の安定が図られた。

Ｒ1 12,300食 12,300食 100％

Ｒ2 13,500食 13,500食 100％

成　　　　果

Ｈ29 12,500食 12,500食 100％

Ｈ30 11,800食 11,800食 100％

　石巻市災害時備蓄計画に基づき、災害用備蓄品を更新し、災害時に各家庭から非常用持出品を持参で
きなかった避難者に対し備蓄品を供給できる体制を整えることにより、避難所運営の充実化が図られ
た。
　また、避難所における感染対策、生理の貧困などに対応するため、新たな備蓄品の配備も行った。

非常用食糧の配備状況

区分
成果指標

達成率等
目標値 実績等

Ｒ3 10,000食 10,000食 100％

10,000Ｌ

粉ミルク 504箱

生理用品 6,020枚

ガソリン 360Ｌ

取　組　実　績

　復興・復旧事業の進展による内陸部への人口移動や避難所となる学校の統廃合を含む公共施設の増減
に伴い、令和3年度は年次配備計画を見直し、配備箇所における適切な配備数等の調整を行い、指定避
難所等33箇所の非常用食糧及び非常用飲料水を更新した。
　また、本庁及び各総合支所に備蓄する粉ミルクを更新した。

指定避難所等に配備した主な物資及び数量

備蓄物品 数量 備考

非常用食糧 10,000食

備蓄計画に基づく配備

非常用飲料水

エンジンオイル 90Ｌ

担　当　課 総務部危機対策課 中　事　業 防災推進費

予
算
科
目

住民同士の絆・支え合いで安全安心に暮らせるまち

1 項 消防費 第 3 節 安心して暮らすための地域防災力などの向上

9 款 消防費
総
合
計
画

第 1 章

5 目 災害対策費 ( 1 )

実施計画
掲載ページ

Ｐ23 事　業　名 災害用備蓄配備事業

目的及び事業内容

　避難所開設時における初期運営の円滑化と避難生活の安定を図るため、石巻市災害時備蓄計画に基づ
き、非常用食糧及び非常用飲料水の更新を行うとともに、災害用備蓄用品を計画的に配備するもの。

地域防災力の向上を図る
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